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〈保護者のみなさんへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１　中ちゅう学がく生せい探たん偵ていの挑ちょう戦せん状じょう!?




「あ、暑あつい…………！」

　目めを覚さますと、わたしはおもわずつぶやいた。

　目め覚ざまし時ど計けいを見みると、８時じをまわったところ。

　学がっ校こうがある日ひなら、飛とび起おきなきゃいけない時じ間かんだけど、いまは夏なつ休やすみ。

　そんな心しん配ぱいもいらないんだよね。

　ほんとはもう少すこし寝ねてたいけど、暑あつくて眠ねむれそうにない。

　しょうがない。起おきよう！

　わたしは大おおきなあくびをして、目めをこする。

　２段だんベッドの上うえだから、目めの前まえに真まっ白しろな天てん井じょうがあった。わたしは天てん井じょうに頭あたまをぶつけないように気きをつけて、下したの段だんをのぞく。

　そこには、わたしとおない年どしのいとこのケイが眠ねむっている。

　すやすやとした寝ね息いきで、おだやかそうな顔かおだ。

　こんなに暑あついのに、よく眠ねむっていられるよ。

　それにしても、こうやって眠ねむってるときは、素す直なおそうな顔かおしてるのになぁ。

　わたしはケイの寝ね顔がおを見みて、小ちいさくため息いきをつく。

　起おきたら無む表ひょう情じょうの鉄てっ仮か面めんで、妙みょうに冷さめてて、わたしをバカにしたりして、ちょっと……いやいや、けっこうムカッときたりするのに。

　…………まあ、そんなヤツだけど、くやしいことに助たすけられることも多おおい。

　とくに、レッドのことじゃ、助たすけられっぱなしなんだよね。

　わたしはベッドから身みを乗のりだしたまま、かるく足あしでけって、くるりと一回かい転てんしてベッドから飛とびおりた。

　タン、と小ちいさく音おとがする。

　もう一いち度どケイを見みたけど、ぜんぜん目めを覚さます様よう子すがない。

　昨日きのうも、かなりおそくまで起おきてたみたいだから、まだしばらく寝ねてるかも。

　わたしは部へ屋やを出でて、リビングに行いく。

　おいしそうな、いいにおいがしてくる。

　グーッとお腹なかが鳴なった。

「おはよーって……わあっ！　おじさんが起おきてる！」

　リビングのちゃぶだいの前まえでは、圭けい一いち郎ろうおじさんがすわって新しん聞ぶんを読よんでいた。

　部へ屋やには、おじさんだけで、お父とうさんの姿すがたはない。

　わたしは目めをぱちくりとさせて、リビングの時と計けいに目めをやる。

　まちがいなく、朝あさ８時じすぎだ。

　夜よる……じゃない。窓まどの外そとは明あかるいし。

「アスカちゃん、おはよう。ひどいなぁ。そんなにおどろかなくてもいいじゃないか」

　おじさんが新しん聞ぶんから顔かおをあげて、肩かたをすくめる。

「だって、おじさんがこの時じ間かんに起おきてるのなんて、ほとんど見みたことないよ。それに、もし起おきてたって、ゾンビ状じょう態たいじゃん」

「ゾンビ状じょう態たいって……」

　おじさんが苦にが笑わらいをする。

　だって、ほんとのことだよ。

　おじさんもケイも、10時じより前まえに起おこされると、目めが半はん開びらきで、首くびをかっくんかっくんさせてて、しばらく使つかいものにならないんだもん。

　ケイなんて、学がっ校こうのある日ひも、午ご前ぜん中ちゅうは半はん分ぶん寝ねてるような感かんじ。

　だけど、授じゅ業ぎょうで先せん生せいにあてられたら、スラスラ答こたえちゃう。

　いったい、どういう頭あたまをしてるのか、１回かいのぞいてみたいよ。

「徹てつ夜やしてただけだよ。……ふわ～あ。これから寝ねるところ」

　あ～、そういうことか。それなら納なっ得とく。

　また起おきたときは、ゾンビだろうけど。

「お父とうさんは？」

「ゴミ出だしに行いってる」

「ふ～ん」

　わたしは手て持もちぶさたで、近ちかくのイスにすわる。

　こんな感かんじで、ふつうに生せい活かつをおくってるけど、わたしたちには、とっても大おおきな秘ひ密みつがある。

　えーと、怪かい盗とうレッドって、名な前まえぐらいは聞きいたことがあるよね？

　日にっ本ぽん中じゅう、どんな警けい備びのきびしい場ば所しょにも、あっさりと忍しのびこみ、絶ぜっ対たいに捕つかまらない。

　しかも、絶ぜっ対たい、悪わるいことをしてる人ひとからしか盗ぬすみをしない、現げん代だいの怪かい盗とう。

　そんな怪かい盗とうレッドの正しょう体たいは、じつはわたしとケイなんだ！

　初しょ代だいは、お父とうさんとおじさんで、わたしとケイは、このあいだの春はる休やすみに、２代だい目めとして、あとを継ついだばっかり。

　ケイとおじさんがうちに引ひっ越こしてきたり、レッドの仕し事ごとでは、いろいろピンチもあったけど、いまでは、けっこうやれてるんじゃないかって思おもってるんだ！

　最さい初しょは抵てい抗こうがあった４人にんでの生せい活かつも、いまではすっかりなれちゃったしね。

　ケイやおじさんも、なんだか昔むかしからいっしょに住すんでたみたいな気きが、最さい近きんはしてる。

　部へ屋やは、せまくなったけど、こういうのも悪わるくない。

「アスカちゃん、ヒマそうだね。これ、おもしろい記き事じが載のってるよ」

　おじさんが自じ分ぶんが読よんでいた新しん聞ぶんを、わたしにむけて差さしだしてきた。

「えっ、新しん聞ぶんはちょっと……」

　自じ慢まんじゃないけど、新しん聞ぶんは、テレビ欄らんと４コママンガぐらいしか、読よまないんだよね。

　だって、字じばっかりで、おもしろいこと書かいてないし。

「まあ、いいから読よんでみなって、ここ」

　そう言いっておじさんは、新しん聞ぶんの一いち面めんを指ゆびさした。

　わたしはしかたなく新しん聞ぶんを受うけとって、記き事じに目めを落おとす。

「え～と、『中ちゅう学がく生せい名めい探たん偵てい　また事じ件けんを解かい決けつ！』っていうの？」

「そうそう」

　へー、中ちゅう学がく生せいで探たん偵ていをやってる人ひとがいるんだ。

　なんかわたしたちみたい。

　ま、探たん偵ていと怪かい盗とうじゃ、立たち場ばはちがうけど。

「なになに……」

　興きょう味みを持もって、わたしは読よみすすめる。




『今こん月げつの14日かから行方ゆくえ不ふ明めいになっていた多た田だ晴はる人とくん（４）が、昨さく夜や、無ぶ事じに帰き宅たくしました。そのかげには、中ちゅう学がく生せいにして探たん偵ていとして名な高だかい、白しら里さと響ひびきさん（14）の活かつ躍やくがあるとのこと。

　警けい察さつも行方ゆくえを探さがしていた晴はる人とくんの居い場ば所しょを、白しら里さとさんは独どく自じに調ちょう査さ、探さがしあて、警けい察さつと協きょう力りょくして晴はる人とくんを保ほ護ごし、犯はん人にんを逮たい捕ほ。白しら里さと響ひびきさんが解かい決けつに協きょう力りょくした事じ件けんは、これまでに１００件けん以い上じょうにのぼり、まさしく現げん代だいの名めい探たん偵ていの１人ひとりと言いえるでしょう』（新しん聞ぶん記き事じより）




「へえ～、すごい人ひとがいるんだね。でも、これがどうかしたの？」

　中ちゅう学がく生せいで探たん偵ていやるなんて、すごいとは思おもうけど、でも、そんなのおどろくことでもないんじゃない？

　だって、わたしたちだって、中ちゅう学がく生せいで怪かい盗とうやってるぐらいだし。

「そんな、のんきなことを言いってていいのか、アスカ」

「あっ、お父とうさん」

　いつのまにか、お父とうさんが真まっ赤かなエプロン姿すがたで、ドアの前まえに仁に王おう立だちしていた。

　ゴミ捨すてからもどってきたんだ。

　って、まさか、そのかっこうで、下したまでゴミ捨すてに行いってきたの!?

　団だん地ちのご近きん所じょさんに見みられてたら、恥はずかしいじゃん！

　そうじゃなくても、ケイとおじさんが増ふえてから、うちは変かわってるってウワサされてるのに！

　でも、いまはそのことを突つっこむより先さきに、聞ききたいことがある。

「のんきって、どういうこと？」

「テレビを見みてみればわかる」

「なに？　もったいぶって」

　言いわれたとおり、わたしはテレビをつける。

　ちょうど、ワイドショーをやっていた。

　アナウンサーとコメンテーターが話はなしをしている、いつものワイドショーだ。

「べつになにも…………えっ？　……ええええっ!?」

　画が面めんの右みぎ上うえを見みて、わたしはおもわず声こえをあげた。

「ちょ、ちょっとどういうこと、これ！」

　お父とうさんとおじさんをふり返かえる。

「さあな。見みてのとおりだろう」

　お父とうさんは、なぜかうれしそうな顔かおをしている。

　わたしは、もう一いち度どテレビの画が面めんを見みる。

　そこには、右みぎ上うえに赤あかと黒くろの字じで、





　　　中ちゅう学がく生せい探たん偵ていと怪かい盗とうレッドが、全ぜん面めん対たい決けつ!?






　と書かいてあった。

　な、なんで、対たい決けつすることになってるわけ!?

　夏なつ休やすみに入はいってから、まだ怪かい盗とうレッドの仕し事ごとは、ひとつもしてないのに！

　映えい像ぞうが、スタジオから外そとに切きりかわって、リポーターや記き者しゃにかこまれた少しょう年ねんが映うつった。

　ととのった顔かおだちで、かなりの美び少しょう年ねんだ。

　クールなメガネが、すごくかしこそうに見みえる。

　少しょう年ねんは夏なつだっていうのに、白しろいジャケットを着きている。

　背せはわたしより少すこし高たかいかな。すらりとしているけれど、ひ弱よわな感かんじはしない。

　リポーターや記き者しゃに、もみくちゃにされているはずなのに、バランスをくずす様よう子すがないから、たぶん、なにか格かく闘とう技ぎをやってる。

　もしかして、この人ひとが、白しら里さと響ひびき？

「白しら里さとさん。今こん回かい、警けい備びをたのまれたそうですが」

　リポーターの１人ひとりが質しつ問もんを投なげかける。

　中ちゅう学がく生せい相あい手てだっていうのに、質しつ問もんするおとなは、ていねい語ごを使つかってる。

「はい。今こん週しゅう末まつから展てん示じされる、紅レッいドス星ターの警けい備びに協きょう力りょくすることになりました」

「わざわざ白しら里さとさんに警けい備びをたのむということは、なにか紅レッいドス星ターが危き険けんにさらされる可か能のう性せいがあるということですか」

「いえ、そういうわけではありません。依い頼らい主ぬしであるオーナーさんが、万ばん全ぜんを期きしたいということで、ぼくが呼よばれました」

　まっすぐにカメラを見みすえて、白しら里さと響ひびきは答こたえる。

　強つよい意い志しがやどった目めだってことは、テレビの画が面めんを通とおしても伝つたわってくる。

「なるほど。では、とくに事じ件けんがおきる可か能のう性せいがあるわけではないんですね」

　リポーターや記き者しゃたちが、ふっと気きをぬくのがわかった。

　きっと、白しら里さと響ひびきが警けい備びするというので、事じ件けんだと思おもったのだろう。

　だけど、響ひびきは首くびを横よこにふった。

「それはわかりませんよ。かならず犯はん行こう予よ告こくがあるわけではないですからね。ただ、ぼくが警けい備びするからには、だれがきても盗ぬすませませんけれど。……たとえ、相あい手てが怪かい盗とうレッドであってもね」
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「怪かい盗とうレッド!?　犯はん行こう予よ告こくがあったんですか！」

　またリポーターたちがヒートアップする。

「いいえ、ありません。でも、可か能のう性せいはあると思おもってます。そのときは、怪かい盗とうレッドの最さい後ごになりますよ」

　響ひびきは、指ゆび先さきでメガネを押おしあげながら、自じ信しんまんまんに宣せん言げんした。

　ちょ、ちょっと、なにを言いいだすのよ！

　そこで中ちゅう継けい映えい像ぞうは終おわり、スタジオに映えい像ぞうがもどる。

　どうやら、いまのは録ろく画が映えい像ぞうだったらしい。

　コメンテーターが、「紅レッいドス星ターを怪かい盗とうレッドがねらう可か能のう性せいは十じゅう分ぶんありますね」なんて、知しった顔かおで言いっている。

　わたしは、乱らん暴ぼうにテレビの電でん源げんを切きった。

「なんなのよ、この白しら里さと響ひびきって！　レッドはイミもなく、盗ぬすみはしないのに!!」

「ま、有ゆう名めい人じんになったってことだな、怪かい盗とうレッドも」

　お父とうさんはそう言いって、朝あさごはんの準じゅん備びをはじめる。

「もうっ、それだけ!?　お父とうさんは頭あたまにこないの？」

「いまのレッドは、きみたちだからね。きみたちが考かんがえることだよ」

　おじさんも、おだやかな口く調ちょうで言いう。

　完かん全ぜんに２人ふたりとも、隠いん居きょして、かかわるつもりがないみたい。

　もー、こうなったら、ケイをたたき起おこして……って、あれ？

「ケイ！　起おきてたんだ」

　ケイは、ちょうど部へ屋やから出でてきたところだった。

　でも、ふしぎなことにゾンビ状じょう態たいじゃない。

　まだ８時じすぎなのに。

「アスカがうるさいから、眠ねむれなかったんだ。これから眠ねむるところだったのに」

　ケイに、じろっとにらまれる。

「だ、だって、さっき寝ねてたじゃん」

　ベッドをのぞいたら、寝ね息いきをたてて動うごかなかったから、たしかだ。

「目めはつぶっていたけど、眠ねむってはいなかったよ。ただ、頭あたまの中なかでシミュレートするのに、横よこになっているほうがやりやすいから」

　ま、まぎらわしい……。

　ベッドに横よこになったら眠ねむればいいのに。

　そんなときまで、頭あたま使つかってるわけ？

　……って、話はなしが脱だっ線せんした！

「ねえ、ケイ！　いまテレビで……」

「知しってる」

　わたしがテレビをつけようとすると、ケイはそれを手てで制せいして、小ちいさくうなずいた。

「白しら里さと響ひびきのことなら、インターネットのニュースを見みたよ。あきらかにこれは、ぼくらに対たいする挑ちょう戦せん……挑ちょう発はつだ」

「だよね！　もー、くやしい！」

　わたしはじだんだをふむ。

「でも、こんなこと言いわれたって、さそいに乗のれないもんね。レッドは、イミのない盗ぬすみはしないんだし……」

　それは、お父とうさんの代だいからの、レッドの絶ぜっ対たいのルールなんだもん。

「……いや。ヤツの挑ちょう戦せんは、うける」

「えっ!?　ちょ、ちょっと、ケイ？」

　ケイは、わたしをちらりと見みると、はっきりと言いった。

「……レッドが、紅レッいドス星ターをねらう理り由ゆうなら、ある」







　　　　２　美び術じゅつ鑑かん賞しょうは３人にんいっしょで




「うわぁ、けっこう人ひとがきてるね」

　わたしは美び術じゅつ館かんの前まえにできた行ぎょう列れつを見みて、おどろいて声こえをあげた。

「やっぱり、ニュースになったのが、宣せん伝でんになったんじゃないかな」

　となりにいる実み咲さきが、列れつの最さい後こう尾びにならびながら答こたえる。

　今日きょうわたしたちは、紅レッいドス星ターが展てん示じされている美び術じゅつ館かんに、下した見みに来きていた。

　紅レッいドス星ターをターゲットにすることに、わたしはまだ納なっ得とくしたわけじゃないんだけど、ケイが「実じつ物ぶつを見みれば、理り由ゆうがわかる」って言いうから、とりあえず、いっしょに来くることになったのだ。

　で、そのケイはというと……。

「…………うう」

　……青あおい顔かおで口くちもとに手てをあてて、少すこし後うしろに立たっていた。

　もう、いまにも倒たおれそうって感かんじ。

　ここに来くるまでに、電でん車しゃに30分ぷんぐらい乗のらないといけなかったからねー。

　なんたってケイは、自じ転てん車しゃに乗のってもよっちゃうぐらい、乗のり物ものによわい。

　だから、移い動どうはいつも歩あるき。

　でも、さすがに今日きょうは、歩あるきってわけにはいかない距きょ離りだから、電でん車しゃに乗のったんだけど。

　ケイにとっては、かな～りつらい時じ間かんだったみたい。

「ケイくん。わたしたちで入にゅう場じょう券けん買かっておくから、そのへんのベンチで休やすんでたら？」

　実み咲さきが心しん配ぱいそうな顔かおで声こえをかける。

「だ、だいじょうぶ……うっ……」

　ケイが苦くるしそうに顔かおをしかめる。

　ぜんぜん、だいじょうぶそうじゃないんだけど……。

「ほんとに、ムリしないほうがいいよ」

「ま、だいじょうぶだって。ケイもこうなることわかってて、ついてきたんだから」

「でも……」

　実み咲さきは、まだなにか言いいたそう。

　やさしいなぁ、実み咲さきは。

　わたしは見みなれてるから、そんなに心しん配ぱいしてないんだけど。

　しばらくすれば、回かい復ふくするのも知しってるし。

　そうそう。言いうのがおそくなったけど、レッドの下した見みなのに、なんで実み咲さきがいるかっていうと、理り由ゆうはかんたん。

　わたしがさそったから。

　実み咲さきって、美び術じゅつに興きょう味みがあるらしくって、前まえに行いきたいって言いってたの、聞きいてたんだよね。

　どうせなら、夏なつ休やすみだし、いっしょに行いけたらなぁ、と思おもったわけ。

　だいたい、こんな理り屈くつっぽいヤツと、２人ふたりっきりでおでかけっていうのも、どうかと思おもうし。

　問もん題だいは、ケイがオーケーするかどうかだったけど、意い外がいなほどすんなり賛さん成せいしてくれた。

　てっきり「遊あそびじゃないんだ」とか、文もん句くを言いわれると思おもってたんだけどね。

「ねえねえ、アスカ。この美び術じゅつ館かんの建たて物ものって、けっこうおしゃれだよね」

「えっ、そう？」

　実み咲さきに言いわれ、わたしは建たて物ものをあらためて見みてみる。

　ワインカラーのレンガのかべが、３階かいぐらいの高たかさまで、そびえたっている。ふつうなら、ちょっと威い圧あつ感かんを感かんじそうだけれど、ふしぎと温あたたかみを感かんじた。

　１階かいはガラスばりでオープンカフェになっていて、お客きゃくさんがゆったりと飲のみものを飲のんでいるのが、ここからでも見みえた。

　建たて物ものの周しゅう辺へんは花か壇だんになっていて、いろいろな花はなや草くさ木きが植うえられていた。

　新あたらしい建たて物ものではなさそうだけど、たしかにやさしいふんいきで、おしゃれかも。

「この美び術じゅつ館かんの建たて物ものは、60年ねん以い上じょう前まえにオランダの建けん築ちく家かが設せっ計けいしたものだ。おととし、国くにの文ぶん化か財ざいにもなってる」

　わたしが建たて物ものをながめていると、ケイがあいかわらずの無ぶ愛あい想そうな口く調ちょうで説せつ明めいした。

　でも、だいぶ顔かお色いろがよくなってる。

　話はなせるぐらいだから、かなり調ちょう子しがもどってきたみたい。

「へえ～。やっぱり、ケイくんはいろいろ知しってるね」

　実み咲さきが、素す直なおに感かん心しんしている。

　中ちゅう学がくでも、わたしたち３人にんは同おなじクラスだから、よくいっしょに話はなしをしている。

　といっても、ケイはだまって聞きいてるだけのことが多おおいけど。

　それでも、たまにケイは、こんなふうに豆まめ知ち識しきを披ひ露ろうしたりする。

　実み咲さきは、そういうのが好すきみたい。

　授じゅ業ぎょうで習ならったりしないことだから、おもしろいっていうのはわかるけど、ケイの話はなしを聞きいてると、わたしなんかは頭あたまが痛いたくなってくるけどなー。

　情じょう報ほう量りょうが多おおすぎるっていうか。頭あたまがパンクしそうになっちゃう。

「アスカ、中なか入はいれるよ」

「あ、う、うん！」

　気きづくと、実み咲さきが美び術じゅつ館かんのドアの前まえで、手てまねきしていた。

　あわててあとを追おって、美び術じゅつ館かんの中なかに入はいる。

「あ～、すずしい。生いき返かえるぅ～」

　美び術じゅつ館かんの中なかは、冷れい房ぼうがよくきいていた。

　汗あせが、すーっとひいていく。

「お目め当あては企き画かく展てんだから……こっちだね」

　実み咲さきが、受うけ付つけでもらったパンフレットを見みながら、奥おくに歩あるいていく。

「企き画かく展てんって？」

　耳みみなれない言こと葉ばに、わたしは実み咲さきに質しつ問もんする。

「美び術じゅつ館かんには、企き画かく展てんと常じょう設せつ展てんっていうのがあるの。常じょう設せつ展てんは、その美び術じゅつ館かんにいつも展てん示じされてる美び術じゅつ品ひんが見みられて、企き画かく展てんっていうのは、ほかの美び術じゅつ館かんとかから借かりた美び術じゅつ品ひんが、決きめられた期き間かん、見みられるんだよ」

「ふ～ん。期き間かん限げん定ていなのかぁ」

　そのせいか、ほとんどの人ひとが、企き画かく展てんという看かん板ばんのあるほうに歩あるいていく。

　夏なつ休やすみということもあって、家か族ぞくづれや高こう校こう生せいや大だい学がく生せいぐらいのカップルとかがいて、けっこうにぎやかだ。

　でも、ほんと、実み咲さきといっしょにきてよかったぁ。

　ケイと２人ふたりで来きたりして、万まん一いち、カップルにまちがわれたりしたら、大だい問もん題だいだもんねっ！

　廊ろう下かを人ひとの流ながれといっしょに歩あるいていくと、『オランダの芸げい術じゅつと宝ほう石せき展てん』と書かかれた大おおきな看かん板ばんが立たっていた。

　どうやら、そこが企き画かく展てんの入いり口ぐちらしい。

　３人にんで入いり口ぐちを通とおる。

　中なかはさっきとちがい、しんと静しずかだ。

　入はいった部へ屋やには、大おおきさがいろいろな絵かい画がが、かべにずらりとかざられていた。

「へえ、いろいろあるんだぁ」
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「アスカ、こっちが順じゅん路ろだよ」

　実み咲さきが、矢やじるしのついた看かん板ばんの前まえに立たっていた。

「順じゅん路ろって？」

「美び術じゅつ館かんの展てん示じは、美び術じゅつ館かんの人ひとが見みやすいように考かんがえてくれてるの。年ねん代だいの順じゅん番ばんだったり、同おなじ画が風ふうの画が家かで集あつめたりとかね」

「へえ～」

　実み咲さきって、やっぱりもの知しり。

　さすがにケイにはおよばないけど、それだって十じゅう分ぶんだ。

　学がっ校こうの成せい績せきもいいし。

　学がっ校こうの成せい績せきっていえば、ケイなんて、家いえで学がっ校こうの勉べん強きょうしてるところなんて見みたことないのに、テストではわたしが一いっ生しょうとれそうにない高こう得とく点てんばっかりとってる。

　ほんと、２人ふたりとも、うらやましい。

　その10分ぶんの１でいいから、わたしも勉べん強きょうができたら、テストのとき、あんなに苦く労ろうしないのになぁ。







「うわぁ」

　絵えの前まえをゆっくり移い動どうしていた実み咲さきが、めずらしく興こう奮ふんしたように声こえをあげた。

「なに？　どうしたの？」

「レンブラントの絵えがあるの！　ねえねえ、アスカ。レンブラントだよ」

　れんぶらんと？

　ぜんぜん知しらない。

　人ひとの名な前まえみたいだけど、有ゆう名めいな画が家かさんなのかな。

　実み咲さきの見みている絵えに目めをむけると、頭あたまにターバンを巻まいた、昔むかしっぽいかっこうをした男おとこの人ひとが描えがかれていた。

　印いん象しょう的てきなのは、絵えの中なかの光ひかり。

　ふしぎなんだけど、この絵えは人ひとの顔かおにスポットがあたったみたいに、明あかるく見みえる。

　まるで、本ほん当とうに上うえから光ひかりをあててるみたい。

　おもわず、絵えの上うえを見みちゃった。

「なんかおもしろいね、この絵え。有ゆう名めいな人ひとなの？」

「あっ、そっか。美び術じゅつに興きょう味みないと、知しらないよね」

　実み咲さきが残ざん念ねんそうな顔かおをする。

　そんな表ひょう情じょうをされると、なんだかもうしわけない気き分ぶんになるなぁ。

　でも、画が家かさんの名な前まえなんて、ほとんど知しらないし。

　マンガ家かさんの名な前まえならわかるんだけど。

「どうせ、マンガ家かの名な前まえなら知しっているのに、とか思おもってるんだろう？」

　ケイが、ぼそっと言いう。

　うう、まさに図ず星ぼし。

　でも、人ひとから……というか、ケイから言いわれると、すっごくムカッとくるんですけど!!

「いいじゃない！　マンガおもしろいんだもん！」

　おもわずケイに言いいかえすと、実み咲さきがあわてたように言いった。

「ア、アスカ、声こえが大おおきいって」

「あ、ごめんっ」

　あわてて口くちを押おさえる。

　まわりの人ひとの視し線せんが痛いたい。

　う～、わたし、こういう場ば所しょ、にがて。大おおきな声こえ出だせないんだもん。

「レンブラントっていうのは、17世せい紀きに活かつ躍やくしたオランダの画が家かだよ。アスカも感かんじたと思おもうけど、暗くら闇やみの中なかに光ひかりがあたったように見みえる画が法ほうが有ゆう名めいで、光ひかりの画が家かなんて呼よばれることもあるくらいだ」

　しゅん、としているわたしに、ケイが絵えに目めをやったまま、小こ声ごえで説せつ明めいしてくれる。

　あいかわらず、いまのやりとりなんて、なかったみたいな冷れい静せいな顔かお。

　……ちえっ。

「ケイくん、レンブラント好すきなの？」

　実み咲さきがケイに聞きいた。

「好すきとか嫌きらいとかはあんまりないよ。フェルメールの青あおは、きれいだと思おもうけれど」

　ふぇるめーる？

　また知しらない単たん語ごが出でてきた。

「わあ！　わたしもフェルメールの青あおって好すきだよ。ラピスラズリ使つかってるんだよね」

　実み咲さきはうれしそうに、顔かおをほころばせる。

「うん。当とう時じは高こう価かだったはずなのに、惜おしみもなく使つかっていて、その使つかい方かたも、すごく印いん象しょう的てきだね。同おなじ時じ代だいで同おなじオランダなのに、レンブラントとはずいぶん印いん象しょうがちがっていて、おもしろい」

　ケイも無ぶ愛あい想そうだけど、いつもよりよく話はなしてる。

　なんかわたし、めちゃくちゃ、おいてけぼりになってない？

　ふぇるめーるとか、らぴすらずりとか、ぜんぜんわからないし。

　ここで質しつ問もんしたりしたら、またケイにバカにされそうだしなぁ。

　それに、説せつ明めいしてもらっても、わたしって美び術じゅつとかにまるっきり興きょう味みないから、すぐにわすれちゃうんだよね。

　ま、実み咲さきは話はなしができて楽たのしそうだし、いっか。

　このすきに、わたしだけで、紅レッいドス星ターの下した見みしてきちゃおうっと。







　　　　３　あったま、きた！




　たしか、宝ほう石せきの展てん示じは、この奥おくだよね。

　わたしは、人ひとの流ながれからはなれて、順じゅん路ろの先さきに進すすんだ。

　実み咲さきもケイも、話はなしに夢む中ちゅうで気きづかなかったみたい。

　でも、同おなじくらいの年としで、ケイと話はなしが合あう人ひとなんて、本ほん当とうにいるんだなぁ。

　ケイの「友ともだち」って、よくわからないけど、どこか外がい国こくの大だい学がく教きょう授じゅとか、研けん究きゅう所じょの人ひととか、おとなばっかりだと思おもってたもん。

　それだけでも、実み咲さきのこと尊そん敬けいしちゃうよ。

「このあたりかな？」

　部へ屋やを３つほどとおり抜ぬけると、ガラスケースにキラキラと輝かがやく宝ほう石せきが展てん示じされてる部へ屋やに出でた。

　青あおや緑みどりや、いろいろな色いろの宝ほう石せきのついたアクセサリーや、王おう冠かんや剣けんがかざってある。

　キラキラしていて、見みているだけで、ちょっと幸しあわせな気き分ぶん。

　って、見みとれてる場ば合あいじゃなかった。

　紅レッいドス星ターはどこかな～。

　ん？

　まんなかのガラスケースに、人ひとだかりができてる。

　近ちかくに『今こん世せい紀き最さい大だい級きゅうの発はっ見けん！　紅レッいドス星ター』という案あん内ない板ばんがあった。

　どうやら、あの人ひとだかりの奥おくに、紅レッいドス星ターが展てん示じされているみたい。

　ただ、人ひとがかべのようになって、かんじんの紅レッいドス星ターは、ぜんぜん見みえない。

　ううー、どうしよう！

　これぐらいの人ひとだかりなら、かるーく飛とびこえられるけど、もちろん、そんなことしたら、めだっちゃうしね。

　ケイから、めだつような行こう動どうはぜったいにするなって、言いわれてるしさ。

　どうしようか考かんがえていると、ふと、視し界かいの中なかに、知しっている顔かおが見みえた気きがした。

「ん？」

　おもわず、そちらをむく。

　スーツ姿すがたのおとなの男おとこの人ひとたちの先せん頭とうに立たって、白しろいジャケットを着きた少しょう年ねんがいた。

　どこかで見みたような……。

　って、あれって！

　──白しら里さと響ひびきっ!?

　まちがいない。テレビで見みたのと同おなじ顔かおだ。

　テレビ画が面めんで見みたときも思おもったけれど、目め鼻はなだちがととのっていて、きれいな顔かおをしている。

　探たん偵ていっていうより、モデルみたい。

　それにしても、なんでこんなところに……って、警けい備びを担たん当とうしてるんだから、あたりまえか。

　でも、いきなりすぎて、まったく心こころの準じゅん備びができてない。

　響ひびきがこっちを見みる。

　や、やばっ！

　ばっちりと目めが合あっちゃった。

　あわてて目めをそらそうとしたけど、もうおそかった。

　にこっと笑えみをうかべた響ひびきは、スーツの男おとこたちからはなれて、こちらにむかって歩あるいてきた。

　ちょ、ちょっと！　どうしてこっちに来くるの!?

　まさか、わたしがレッドだって、ばれたわけじゃないよね？

「……どうかしましたか？」

　響ひびきはまっすぐに、わたしの前まえまでやってくると、やさしい声こわ音ねで言いった。

「えっ、わたし？　べ、べつに、なにも……」

　しどろもどろになりつつ、なんとか答こたえる。

「それならよかった。ぼくのほうを見みていたような気きがしたから、気きになって」

　人ひとがよさそうな笑えみ。

　もしかして、ただ心しん配ぱいして声こえをかけてきただけ？

　よかったぁ。うたがわれたりは、してないみたい。

　ほっと、息いきをつく。

　安あん心しんしたら、今こん度どは怒いかりがわき上あがってきた。

　そもそも、こいつのせいで、勝かっ手てに対たい決けつみたいなことになって、騒さわがれてるんだもん。

「中ちゅう学がく生せい探たん偵ていの白しら里さと響ひびきさん……ですよね？」

　わたしは、怒いかりを表おもてに出ださないように気きをつけながら、聞きいた。

「うん。白しら里さと響ひびきです。よく知しってるね……って、テレビで見みたのかな」

　響ひびきは照てれ笑わらいをうかべながら、頭あたまの後うしろをかいている。

「そうです。こんなところで、サボってていいんですか？　あれ、レッドに盗ぬすまれちゃうかもしれないですよ」

　わたしは、紅レッいドス星ターを指ゆびさして、意い地じ悪わるく言いう。

　ま、どうせどんなに警けい備びしたって、レッドは盗ぬすんじゃうけどね。

　心こころの中なかで、べーっと舌したを出だす。

　だけど響ひびきは、一いっ瞬しゅんぽかんとした顔かおをしたあと、小ちいさく笑わらった。

「レッドか。あんな義ぎ賊ぞくをかたる偽ぎ善ぜん者しゃに、盗ぬすませたりはしないよ」

「ぎ、偽ぎ善ぜん者しゃっ!?」

　わたしはおもわず、大おおきな声こえを出だす。

　まわりの人ひとの視し線せんが集あつまってるのはわかっていたけど、レッドのことを偽ぎ善ぜん者しゃなんて言いわれて、だまっているわけにはいかない！

「あれ、きみはレッドのファンだったのかな？　だったら悪わるいけど、いずれ、ぼくがレッドを捕つかまえるから、ごめんよ」

　な、なんで、そんなに自じ信しんたっぷりに言いえるのよ！

　頭あたまにくるなぁっ！
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「レッドは、そんなかんたんに捕つかまったりしないから！」

「さあ、どうだろうね」

　そう言いうと、響ひびきの顔かおから急きゅうに笑えみが消きえて、まじめな顔かおに変かわった。

　強つよい意い志しがやどった目めが、まっすぐにわたしを見みている。

　おもわず、わたしはこぶしをにぎった。

「……レッドのやっていることに、どんな理り由ゆうをつけようと、あいつは泥どろ棒ぼうだ。犯はん罪ざい者しゃだ。ぼくは探たん偵ていとして、それを見み過すごすわけにはいかない」

「だ、だってそれは……！」

　レッドが、本ほん当とうはどんな活かつ躍やくをしてきたか、知しらないから。

　そうつづけたかったけれど、下手へたなことを言いったら、わたしの正しょう体たいがばれてしまうかもしれない。

　くちびるをかみしめて、響ひびきをじっとにらむ。

　響ひびきはそんなわたしを見みて、急きゅうにわれに返かえったように、苦にが笑わらいをした。

「……ごめん。ぼくはなにを言いってるんだろう。きみにこんなことを言いっても、しかたがないよね」

　響ひびきはまた、やわらかな口く調ちょうで言いった。

　な、なにそれ……!?

　急きゅうに態たい度どが変かわって、わたしはひょうし抜ぬけもいいところ。

「ついつい長なが話ばなしをしちゃったな。さて、きみの友ともだちも来きたみたいだし、ぼくは警けい備びの仕し事ごとがあるから、行いくよ」

　響ひびきは片かた手てをあげて、わたしになにも言いう間まをあたえずに、スタスタと、スーツのおとなたちのところへもどっていってしまう。

　これじゃあ、言いいたいこと言いわれただけじゃない！

　……あれっ、でも、友ともだちってどういうこと？

　ふしぎに思おもっていると、後うしろの人ひとごみの中なかから声こえをかけられた。

「アスカ。ここにいたんだ。探さがしたんだよ」

　ふり返かえると、うらめしそうな顔かおをした実み咲さきが立たっていた。

　うそっ！

　あの探たん偵ていの言いうことが、当あたっちゃった!?

「実み咲さき!?　いつのまに来きたの？」

「いつのまに、じゃないよ。探さがしちゃったよ！　急きゅうにいなくなるから、心しん配ぱいしたじゃない。ケイくんに伝でん言ごんしててくれたから、わかったけどさ」

　実み咲さきは、ほおをふくらませてる。

　ケイに伝でん言ごん？

　そんなの、もちろんしてない。

　きっと、レッドの調ちょう査さのために１人ひとりになりたくて、そう言いったんだろう。

　それでも、実み咲さきによけいな心しん配ぱいをかけないですんで、助たすかったけど。

「ごめん、ごめん！　２人ふたりで話はなしが盛もりあがってたみたいだったから、ちょっと先さきに見みてまわってたの」

　わたしが両りょう手てをあわせてあやまると、実み咲さきは「しかたないなぁ」という顔かおになる。

「アスカが先さきに行いっちゃったのに、気きづかなかったわたしも悪わるいしね」

「ところで、ケイは？」

「紅レッいドス星ターを見みてくるって言いってたよ。ねえ、ここに来くるときにちらっと見みえたんだけど、アスカがいま、話はなしてたのって、中ちゅう学がく生せい探たん偵ていの白しら里さと響ひびきさんでしょ。知しりあいなの？」

　実み咲さきが興きょう味みしんしんという様よう子すで、聞きいてくる。

「ち、ちがうよ。むこうから話はなしかけてきたから、少すこし話はなしてただけ」

　あんなヤツと知しりあいになんて、なりたくないよ！

　少すこしぐらい、言いいかえせばよかったって、後こう悔かいしてるぐらいなんだから。

「そっかぁ。でも、いいなぁ、あの白しら里さとさんと話はなしができるなんて」

　わたしがそんなことを考かんがえてるとは知しらない実み咲さきは、うらやましそうな顔かおをしてる。

「このあいだも、誘ゆう拐かい事じ件けんを解かい決けつしちゃったし、今こん度どはこの美び術じゅつ館かんの警けい備びでしょ。すごいよね。２つ年とし上うえなだけなのに、尊そん敬けいしちゃうよ」

　え──っ！

「ダメダメ！　あんなヤツ、尊そん敬けいしちゃダメだよ、実み咲さき!!」

　おもわず、わたしは実み咲さきにむけて両りょう手てをふる。

「えっ、そうなの？」

　実み咲さきがけげんそうに、わたしを見みた。

「そうなの！　ほんと、いけすかないヤツなんだから！」







　　　　４　紅レッいドス星ターのひみつ




「それで、ケイ、紅レッいドス星ターを盗ぬすむ理り由ゆうってなんなの？　結けっ局きょく、教おしえてくれなかったじゃない」

　わたしはベッドに寝ね転ころがったまま、机つくえにむかってパソコンのキーボードをたたいているケイにきいた。

「…………」

　ケイはだまって、すごい速はやさで、なにかを打うちこんでいる。

　美び術じゅつ館かんから部へ屋やに帰かえってきてから、ケイはパソコンの前まえで、ずっとこの調ちょう子しだ。

　もう、２時じ間かんぐらいになる。

　こうなると、ケイの集しゅう中ちゅう力りょくはハンパじゃないから、作さ業ぎょうが終おわるまでは話はなしは聞きけなそう。

　もうすぐ、夕ゆうごはんなんだけどなぁ。

　そのとき、ケイが動うごきをとめて、つぶやくように言いった。

「……できた」

　わたしは、頭あたまだけベッドから外そとに出だす。

「えっ、なにができたの？」

「いまから、紅レッいドス星ターを盗ぬすむ理り由ゆうを説せつ明めいするよ」

「わ、わかった。いまおりてくよ」

　わたしはベッドから飛とびおりて、ケイの横よこに行いった。

「……これ」

「なになに？」

　ケイが指さししめしたパソコンの画が面めんをのぞきこむと、そこには、かたちのちがう２つの紅あかい宝ほう石せきの画が像ぞうがならんでいた。

　画が像ぞうといっても、ふつうとはちがって、立りっ体たい的てきな画が像ぞうみたい。

　ひとつのほうは見み覚おぼえがある……というか、さっき見みてきたばかりだ。

「これって、紅レッいドス星ターでしょ？」

　右みぎ側がわの画が像ぞうを指ゆびさして、聞きく。

「正せい確かくに言いえば、今日きょうとった写しゃ真しんからモデリングして、３ＤＣＧにしたものだ」

　え～と、すりぃでぃしぃじぃってなに？

「３ＤＣＧは、３次じ元げんコンピュータ・グラフィックスの略りゃく。かんたんに言いえば、仮か想そう３次じ元げん上じょうにつくる画が像ぞうのことだよ」

　か、かそうさんじげん？

　どこがかんたんなのよー？

　さっぱりわからないから、もう、話はなしを先さきに進すすめていいよ。

「今日きょう、美び術じゅつ館かんで紅レッいドス星ターの写しゃ真しんを、いくつかの角かく度どからとってきたんだ」

「美び術じゅつ館かんで写しゃ真しんなんて、とっていいの？」

〝撮さつ影えい禁きん止し〟って、書かいてあった気きがするんだけど。

「撮さつ影えいが禁きん止しされているのは、絵かい画がにフラッシュをむけると、紫し外がい線せんをふくむ強つよい光ひかりが、絵かい画がを劣れっ化かさせる可か能のう性せいがあるからだ。今こん回かい、ぼくが使つかったデジタルカメラは、室しつ内ないでもフラッシュを使つかわずに高こう解かい像ぞう度どでとれるよう改かい造ぞうしたものだし、だれにも気きづかれてないよ」

　そういう問もん題だいじゃない気きもするけど。

　まあ、レッドのお仕し事ごとのためだし、少すこしだけ見み逃のがしてもらおう。

「それで？　紅レッいドス星ターの立りっ体たい画が像ぞうがどうしたの？」

「こっちの左ひだりの画が像ぞうは、１年ねん前まえにイギリスの富ふ豪ごうから盗ぬすまれた宝ほう石せきを、同おなじようにモデリングしたものだ。この画が像ぞうと、紅レッいドス星ターの画が像ぞうを合あわせると……」

　ケイが、パソコンのマウスをクリックすると、２つの画が像ぞうが動うごいて、中ちゅう央おうで重かさなる。

「……んー？　これ、なんか似にてる？」

　２つの宝ほう石せきは、ちょっと見みた感かんじでは、かたちがちがうのだけれど、こうして重かさねてみると、ぴったり重かさなる部ぶ分ぶんが、いくつもあった。

　これって、ぐうぜん？

「ああ。この２つの宝ほう石せきは、もとは同おなじものだ」

「えーっ!!　でも、似にてるところはあるけど、かたちはちがうよ」

「掘ほりだされた天てん然ねんの宝ほう石せきは、そのかたちを活いかしながら、けずるんだ。これだけ大おおきくて、価か値ちのある宝ほう石せきの場ば合あいはとくにね。つまり、ひとつひとつに特とく徴ちょうがあるんだ。だから、この大おおきさの宝ほう石せきで、こんなに特とく徴ちょうが一いっ致ちすることは、ふつうならあり得えない」

「つ、つまり、どういうこと？」

　ケイの答こたえを予よ想そうしながら、質しつ問もんする。

「この紅レッいドス星ターは、１年ねん前まえにイギリスで盗ぬすんだ宝ほう石せきを再さい加か工こうしたものだということだ。そして、この紅レッいドス星ターは、今こん回かいの美び術じゅつ館かんでの展てん示じのあとに、いまの持もち主ぬしから、さらに高こう額がくで売うられることが決きまっている」
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「じゃあ……」

　わたしがケイを見みると、ケイもわたしのほうを見みて、うなずいた。

「レッドの出で番ばんということだ」

　やった！　ってことは、あの探たん偵ていの挑ちょう戦せんを、受うけてたってもいいんだよね!?

　よーし、おもいっきり出だしぬいてやるんだから！

「アスカ、ひとつ聞ききたいことがあるんだけど？」

　盛もりあがってるわたしに、ケイが冷さめた口く調ちょうで言いった。

「……なに？」

　い、イヤな予よ感かん……。

「白しら里さと響ひびきと話はなしたんだって？」

　うっ、どうしてそれを……。

　ケイにばれたら怒おこられそうだから、だまってたのに。

「氷ひ室むろさんから聞きいた」

　みさきぃ～～。

「ぐ、ぐうぜんだったんだよ！　べつにわざとじゃ──」

「いや。怒おこっているわけじゃない」

　あ、あれ？　そうなの？

「だからといって、探たん偵ていと直ちょく接せつ話はなしをするなんて、ほめられたことじゃないけどね」

　……はい。反はん省せいしてます。

「終おわったことを、後こう悔かいしてもしかたがない。それよりいまは、白しら里さと響ひびきの情じょう報ほうがほしいんだ。どんな人じん物ぶつだった？」

「どんなって言いっても、少すこし話はなしただけだしなぁ……。レッドのことを、やけに悪わるく言いうんだよね。偽ぎ善ぜん者しゃだ、とか言いってさ。それでわたし、頭あたまにきちゃったんだけど」

「偽ぎ善ぜん者しゃ、ね……。ほかには？」

「え～と、あっ、そうだ！　ひとつ、ふしぎなことがあったんだよね」

「ふしぎなこと？」

　ケイの目めが少すこしするどくなる。

「話はなしている途と中ちゅうで、わたしの友ともだちが来きたからって言いって、さっさと行いっちゃったの。まわりは人ひとだらけだったのに、だよ。でも、そのあと実み咲さきが本ほん当とうに来きたんだよ。わたしと実み咲さきが友ともだちだって、知しってるわけないのに」

「それは、アスカと話はなす前まえに、氷ひ室むろさんといっしょにいるところを、見みてただけじゃないの？」

　あ、なるほど。

　それならわかるけど……でも、う～ん、やっぱりちがうよ。

　あの部へ屋やで見みつけるより前まえに、白しら里さと響ひびきの姿すがたを見みかけてたら、わたし、気きづく自じ信しんあるもん。

「まあ、アスカなら気きづくか。気け配はいを感かんじる力ちからは動どう物ぶつなみだし」

　動どう物ぶつなみって、あのねぇ！

「ふ～ん……」

　わたしの抗こう議ぎを無む視しして、ケイは、考かんがえこむようにキーボードをじっと見みつめている。

　思し考こうモードに入はいっちゃった。

　こうなると、思し考こうを中ちゅう断だんされると、すっごく不ふ機き嫌げんになるんだよね。

　わたしもケイに、ずいぶんなれてきたんだ。おとなしく待まっておこう。

「……なるほどね。わかった」

　数すう分ふんすると、ケイは顔かおをあげる。

　めずらしく、かすかに笑えみをうかべてる。

「ねえ、どういうことなの？　自じ分ぶんひとりでわかってないで、説せつ明めいしてよ」

　いつもなら、ケイの説せつ明めいって、あんまり聞ききたくないんだけど、今こん回かいはすごく気きになる。

「可か能のう性せいはいくつかある。その中なかで一いち番ばん可か能のう性せいが高たかいのは、氷ひ室むろさんの動うごきと視し線せんのせいだよ」

　動うごきと視し線せんって、それがどうかしたの？　実み咲さきがヘンな動うごきをしたとか？

「氷ひ室むろさんはアスカを探さがしてた。部へ屋やに入はいったら、まずあたりを見みまわすだろう？　そしてアスカらしき姿すがたを見みつけたら、まっすぐにむかってくる。それを見みていたら、当とう然ぜん、アスカの知しりあいだってことはわかる」

　それはそうだけど、あのときの部へ屋やって、美び術じゅつ館かんの中なかでも一いち番ばん混こんでたんだよ。

　ひっきりなしに部へ屋やに人ひとが出でたり入はいったりしてたのに、わたしと話はなしもしながら、それをぜんぶ観かん察さつしてたっていうの？

　そんなの、わたしにも、きっとケイにも、ムリだ。

「中ちゅう学がく生せい探たん偵ていの名な前まえは、ダテじゃないってことだろう」

　気きに入いらないけど、やっぱり中ちゅう学がく生せいで探たん偵ていになるぐらいだから、ただ者ものじゃないってことかぁ。

　で、でも、わたしたちならだいじょうぶだよね！

　負まけやしないもんね!!







　　　　５　なにかがおかしい!?




　真ま夜よ中なか。

　美び術じゅつ館かんのまわりは、外がい灯とう以い外がいはまっくら。

　わたしは、怪かい盗とうレッドのユニフォームに身みをつつんで、美び術じゅつ館かんのへいの前まえに立たっていた。

　ちょうど、ここからだと、美び術じゅつ館かんの裏うらあたりになる。

　今こん回かいから、ユニフォームのスカートを、ショートパンツに変かえてもらったんだぁ。

　この前まえ、べつのところに盗ぬすみに入はいったときに、スカート引ひっかけちゃったんだよね。

　スカートもかわいかったんだけど、こっちのショートパンツも気きに入いってる。

　そうそう。相あい棒ぼうのケイはどこに行いったかといえば、ここから１キロぐらいはなれた、ビルの屋おく上じょうで待たい機き中ちゅう。

　レッドのときは、ケイが計けい画かく・ナビゲーション担たん当とうで、わたしがじっさいに盗ぬすみに入はいる肉にく体たい労ろう働どう担たん当とうって、役やく割わりがはっきりしてるんだよね。

　ちなみに、わたしのかけてるスポーツタイプのサングラスには、ケイの特とく別べつ製せいのデジタルビデオカメラが搭とう載さいされてて、ケイには映えい像ぞうと音おん声せいがとどいてるんだ。

『……よし。準じゅん備びはいいな』

　耳みみにつけた特とく殊しゅな通つう信しん機きからケイの声こえが聞きこえる。音おとも良りょう好こう。

「オーケーだよ」

『侵しん入にゅうルートは、打うち合あわせしたとおりだ』

「りょーかい。それじゃあ、あの探たん偵ていに、ひと泡あわふかせてやろうじゃないの！」

　わたしは、後うしろに下さがって、へいから距きょ離りをとる。

　へいの高たかさは、５メートルほど。

　さすがにこの高たかさだと、ふつうに真ま上うえにジャンプしても、とどかない。

『行いけるか？』

「もちろん！」

　わたしは答こたえて、助じょ走そうをつけて、へいにむかって走はしった。

　おもいっきり地じ面めんをけって跳とびあがったけど、やっぱり１メートルぐらい、とどかない。

　でも、それは計けい算さんずみ。

　空くう中ちゅうで、片かた足あしをへいにつける。

　今こん回かい、はいてきたくつは、ケイの特とく別べつ製せい。

　裏うらがすべり止どめになっていて、へいに引ひっかかってくれる。

「よっ……と」

　へいのまんなかあたりをけって、もう一いち度ど跳とぶ。

　今こん度どは、楽らくに上うえまで手てがとどいた。

　しっかりと両りょう手てでへいの上うえをつかんで、乗のりこえる。

　むこう側がわの地じ面めんに降おりたって、まわりを見みまわそうとしたところで、人ひとの気け配はいに気きがついた。

　顔かおをあげると、３メートルぐらいはなれたところに、警けい備び員いんが１人ひとり。

　警けい備び員いんもすぐにこっちに気きづいて、目めを見み開ひらいている。

　ま、まずっ！

「か、怪かい盗とう、レッ……どぅ……──」

　……あ、あぶなかったぁー！

　間かん一いっ髪ぱつ、声こえをあげられる前まえに、催さい眠みんガス入いりの玉たまを指し弾だんでくらわせなきゃ、仲なか間まを呼よばれるところだった。

『アスカ、ほかに人ひとの気け配はいは？』

　ケイのするどい声こえに、わたしはあわててあたりを見みまわす。

　だいじょうぶ。近ちかくに警けい備び員いんの姿すがたは見みえない。

　もっと警けい備び員いんがうろうろしてるかと思おもってたんだけど、そうでもないみたい。

『姿すがたが見みえなくても、警けい戒かいはゆるめるなよ』

「わかってるって。……あっ、裏うら口ぐちあったよ」

　美び術じゅつ館かんのかべぎわを歩あるいていると、美び術じゅつ館かんの関かん係けい者しゃ用ようの出で入いり口ぐちがあった。

　ドアは鉄てつ製せいで、カギはカード型がたの電でん子しキーで、閉しめられている。

　こういうカギは、かんたんに開あけられないし、カギのコピーもかんたんにはつくれないって、ケイが言いってた。

　しかも、いまはあの白しら里さと響ひびきの提てい案あんで、その電でん子しカードキーでも、外そとからじゃ開ひらかないようになっている。

　開あけるための方ほう法ほうは、ひとつだけ。

　わたしは、腕うで時ど計けいを確かく認にんする。

　12時じまで、あと１分ぷん。

「行いくよ」

『しくじるなよ』

　だいじょうぶだって。

　わたしは、ケイから預あずかってきた、小ちいさな機き械かいをとりだす。

　ケイが調しらべた情じょう報ほうによると、警けい備びの交こう代たい時じ間かんの５分ふん間かんだけ、外そとから合あい図ずをしてもらい、中なかから開あける方ほう法ほうにしたんだって。

　電でん子しカードキーのほうが安あん全ぜんそうなのに、なんでわざわざこんな方ほう法ほうにしたんだろう？

『おれたちレッドが侵しん入にゅうするときに、一いち番ばん使つかうと考かんがえられる方ほう法ほうを、使つかいにくくするためだ。緑グリのーン・海シーのときもそうだったけど、警けい備び員いんからキーを盗ぬすむパターンが多おおいからな』

　なるほど。そういうことね。

　わたしたちむけの対たい策さくを、してきてるってことか。

　だけど、それだってレッドは突とっ破ぱしちゃうもんね。

　大おおきく１回かい、深しん呼こ吸きゅうしてから、ドアを３回かい、２回かい、４回かいとノックする。

「だれだ？」

　中なかから声こえが聞きこえる。

　わたしは、ＩＣレコーダーを再さい生せいさせる。

『高たか崎さきです。警けい備びの交こう代たい時じ間かんです』

　あらかじめケイがつくっておいた、男おとこの人ひとの声こえが流ながれる。

「わかった。開あけるぞ」

　中なかから返へん事じがある。わたしはドアからはなれた。

　重おもそうなドアが、内うち側がわからゆっくりと開ひらく。

「ん？　おかしいな、だれも……ぐっ」

　顔かおを出だした警けい備び員いんが、わたしのはじいた催さい眠みんガス入いりの玉たまで、ぐったりと倒たおれる。

「お休やすみなさ～い」

　眠ねむっている警けい備び員いんのおじさんに言いいながら、ドアの中なかをのぞきこむ。

　近ちかくには、ほかに警けい備び員いんはいないみたいだ。

　眠ねむらせた警けい備び員いんを外そとに出だして、ドアを閉しめる。

　夏なつだし、風邪かぜひいたりはしないよね？

　……それにしても……。

「なんか、妙みょうに警けい備びがうすい気きがしない？」

『……そうだな。気きにはなるが、だからといって、ここで止とまってもしかたがない。先さきに進すすむ』

「うん。わかった」

　違い和わ感かんを感かんじながらも、わたしは美び術じゅつ館かんの中なかを歩あるいていく。

　床ゆかがカーペット敷じきになっているので、足あし音おとの心しん配ぱいはいらない。だけど、逆ぎゃくに言いうと、相あい手ての足あし音おとも聞きこえないから、注ちゅう意いが必ひつ要ようなんだよね。

　監かん視しカメラをさけながら、奥おくに進すすむ。

　途と中ちゅうに警けい備び員いんが何なん人にんかいたけど、すぐに眠ねむってもらった。

　いまのところ、白しら里さと響ひびきの姿すがたはないなぁ。

　いるのは昼ひるだけで、夜よるは帰かえるのかな。

　えらそうなこと言いってたわりには、ぜんぜんじゃない。

　このていどの警けい備びで、レッドを捕つかまえるなんて、ぜったいムリなんだから！

『そこの部へ屋やだな』

　ケイの声こえにだまってうなずいて、紅レッいドス星ターのある部へ屋やに入はいる。

　部へ屋やの中なかにも、警けい備び員いんの姿すがたはない。

　さすがに、これっておかしくない？

「ケイ？」

『わかってる。だけど、とくにミスをおかしているわけじゃない。作さく戦せんどおりにいく』

　そうだよね。

　わたしたち、いままで失しっ敗ぱいなんてしたことないもんね。

　今こん回かいだって、きっとだいじょうぶ！

　心しん配ぱいのしすぎだったかな。

　わたしは紅レッいドス星ターのあるガラスケースにむかう前まえに、監かん視しカメラに真まっ赤かなハンカチをかぶせる。

　こうしておけば、少すこしだけ時じ間かんがかせげる。

　防ぼう犯はんカメラの映えい像ぞうを見みている警けい備び員いんが、確かく認にんにくるだろうけど、その前まえには、紅レッいドス星ターはいただいちゃってるもんね。

　いよいよ、ケースの前まえに立たつ。

　ケースの防ぼう犯はんシステムは、ムリに開あけようとすると、電でん流りゅうが流ながれる仕し組くみになっているんだって。

　だから、わたしは電でん流りゅう対たい策さくにゴムでつくられた特とく別べつ製せいの手て袋ぶくろをして、ケイのお手て製せいのガラスケースに穴あなを開あける道どう具ぐを出だす。

　コンパスの先さきを、さらにするどくしたものって思おもえば、いいみたい。使つかい方かたも同おなじだし。

『慎しん重ちょうにやらないと感かん電でんするぞ』

　ちょ、ちょっとぉ。こわいこと言いわないでよ。

『ガラスケースが動うごくと、電でん流りゅうが流ながれて、警けい報ほうが鳴なる。力ちからを入いれすぎて、ケースが動うごいたら、アウトだ』

　そんなこと言いわれたら、すっごい緊きん張ちょうしてくるんですけど！

　おそるおそるケースに針はりを刺さす。

　わたしの手て、ふるえないでよぉ。

　刺さした針はりを中ちゅう心しんに、ぐるりとまわすと、ケースに半はん径けい10センチぐらいの丸まるい穴あなが開あく。

「ふうぅ～」

　くりぬいたガラスを、そっと床ゆかにおいた。

『よし。あとは紅レッいドス星ターだ。監かん視しカメラに気きづいて、そろそろ警けい備び員いんが来くるはずだから、いそげ』

　はいはい。わかってるよぉ。

　あいかわらず、人ひとづかいが荒あらいんだから。

　わたしは引ひっかからないように気きをつけながら、腕うでをガラスケースのいま開あけた穴あなに入いれる。

　ゆっくりと手てをのばし、紅レッいドス星ターをつかむ。

「よしっ。これであの探たん偵ていに──」

　そのとき！

　リリリリリリリリリリリィッ[image: !!!]

　耳みみをつんざく警けい報ほうが、部へ屋やに鳴なりひびく。

「えっ、ええっ？　なにこれ!?」

　とつぜんのことに、頭あたまの中なかが真まっ白しろになる。

　なにが起おきてるのか、さっぱりわからない。
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『アスカ！』

　わたし、なにかやっちゃった？

　ど、どうしよう!!

『アスカ！　しっかりしろ!!』

　ケイの怒ど声せいに、わたしは、はっと気きづく。

「な、なに？　これどうなってるの？」

『……紅レッいドス星ターに、トラップがしかけてあったみたいだ』

「トラップ？」

『ケースだけじゃなくて、紅レッいドス星ターを動うごかすだけで警けい報ほうが鳴なるトラップだ！　くそっ、そんな情じょう報ほうはなかったのに……』

　くやしそうにケイが言いった。

　ケイがトラップに引ひっかかるなんて、いままで、あり得えなかった。

　もしかして、あの探たん偵ていのしわざなの？

『とにかく、いまは逃にげるぞ。紅レッいドス星ターは持もってるな』

「うん！」

　ケースから引ひっぱり出だした紅レッいドス星ターは、キラキラと輝かがやいてる。

　きれいだけど、ながめてる場ば合あいじゃない。

『まずは、その部へ屋やを出でるんだ。できれば、裏うら口ぐちから脱だっ出しゅつしたいが、おそらくは……』

　ケイの言こと葉ばを聞ききながら、部へ屋やの外そとに走はしりでる。

「レッドだ！　いたぞ!!」

　廊ろう下かの奥おくから、４、５人にんの警けい備び員いんが走はしってきた。

　運うんの悪わるいことに、裏うら口ぐちの方ほう向こうだ。

「もう！」

　しかたなく、反はん対たい側がわにむかって走はしる。

『正しょう面めんの出で入いり口ぐちだ！』

　ケイの指し示じどおり、正しょう面めん出で入いり口ぐちにむかう。

　だけど、そっちにも警けい備び員いんが３人にん、立たちふさがっている。

「どうして、こんなに警けい備び員いんがいるの？　さっきまでぜんぜんいなかったのに！　どうしよう!?」

『…………』

「ケイ？」

　答こたえがなくて、不ふ安あんになって、もう一いち度どよびかける。

『……上うえに行いくしかない』

「わかった！」

　迷まよってる場ば合あいじゃない。

　わたしは、近ちかくの階かい段だんをかけ上あがる。

　２階かいにも３階かいにも警けい備び員いんがいたから、足あしを止とめずに、一いっ気きに屋おく上じょうにむかった。

　追おいかけてくる警けい備び員いんは、もう20人にん近ちかくになってる。

「あんな人にん数ずう、いったい、どこにいたのよぉ!!」

　おもわず、泣なき言ごとが口くちをついて出でる。

『……かくれてたんだろうな』

「えっ？」

　ケイのつぶやきを聞ききかえしながら、屋おく上じょうに出でるドアを、いきおいよく開ひらく。

　その瞬しゅん間かんだった。

「──遅おそかったな、怪かい盗とうレッド」

　パアァと、いっせいにライトがたかれて、目めがくらんだ。

「あっ……！」

　すぐにサングラスをかけて、ライトの方ほう向こうを見みる。

　そこには、10人にん以い上じょうの警けい察さつ官かんと、そのまんなかには──

「待まちくたびれたよ、怪かい盗とうレッド」

　白しら里さと響ひびきが、そう言いいながら、一歩ぽ前まえに進すすみでた。

　トレードマークの、真まっ白しろなジャケットを着きた姿すがた。

　ケイは言いってた。トラップをしかけられたって。

　つまり、この探たん偵ていに、すべて仕し組くまれてたってこと？

『……あいつの手てのひらの上うえでおどらされてたんだ。裏うら口ぐちを、わざとノックなんて古ふるくさい方ほう法ほうにしたのは、侵しん入にゅうする時じ間かんをしぼりこませるため。あのシステムなら、警けい備びの交こう代たい時じ間かんにしか、侵しん入にゅうすることができない。そして、わざとうすくした警けい備びで油ゆ断だんさせておいて、紅レッいドス星ター自じ体たいには防ぼう犯はんシステムがないという、ウソの情じょう報ほうを流ながしたんだ。やられたっ！』

　ケイが、くやしさをかくそうともせずに、さけぶ。

　わたしも、そのくやしさはいっしょだった。

　ギュッとこぶしをにぎりしめ、響ひびきをにらみつける。

「ぜんぶ、あんたのワナだったってことなのね」

　声こわ色いろを変かえて言いう。

「うまくはまってくれてよかったよ。ああ、はじめましてと言いったほうがいいかな？」

　響ひびきはこの状じょう態たいでも、どこかとぼけたように明あかるい口く調ちょうだ。

「中ちゅう学がく生せい探たん偵てい、白しら里さと響ひびきでしょ。知しってる」

「それはどうも。光こう栄えいだね。きみのような有ゆう名めい人じんに知しっていてもらえるなんて」

　よく言いうじゃない！

　そっちが売うってきたケンカでしょ！

「しかし、レッドが女じょ性せいとはね……」

　響ひびきがおどろいた顔かおで、メガネを押おしあげる。

　ま、まずっ！

　でも、このユニフォームだから、ばれちゃうに決きまってるじゃん！　わたしのバカ!!

　なんとかごまかさないと！

「さ、さあね。……変へん装そうかもしれないわよ」

「……たしかにね。レッドなら、変へん装そうぐらいしていてもおかしくない。じゃあ、変へん装そうかどうか証しょう明めいするためにも、捕つかまってくれるかい？」

　まるで、どこかのファーストフード店てんにでも、さそっているみたいに言いう。

　うーっ、完かん全ぜんにバカにされてる。

　頭あたまにくるけど、いまの状じょう況きょうじゃ、どうしようもできない。

「ごめんだわ。それに、この紅レッいドス星ターがどういうものか、あなたは知しってるの？」

　こうなったら、少すこしでも時じ間かんかせぎをするしかない。

　その間あいだに、ケイにここから逃にげる方ほう法ほうを考かんがえてもらわないと。

「１年ねん前まえにイギリスで盗ぬすまれた宝ほう石せきを再さい加か工こうしたもの、と推すい理りしているけど。きみもそう思おもったから、盗ぬすみにきたんだろう？」

「それに気きづいてて、だまって警けい備びしてたの!?　名めい探たん偵ていが聞きいてあきれるわ！」

　わたしはおもわず、どなり返かえす。

　レッドと探たん偵ていは、やり方かたはちがっても、目もく的てきにそんなにちがいはないんだと、思おもってたのに。

　悪わるいヤツを見みすごせなくて、ゆるせなくて、それで動うごいてるんだって思おもってたのに！

「証しょう拠こがないからね。うたがわしいだけでは、捜そう査さ令れい状じょうはとれないんだ」

　ひょうひょうとした様よう子すで、響ひびきは答こたえる。

「そんなの言いいわけじゃない！　泣なき寝ね入いりする人ひとだって、たくさんいるのよ！」

　わたしの言こと葉ばに、響ひびきが表ひょう情じょうを変かえる。

　まっすぐに、いぬくような目めをむけてくる。

　ひるみそうになるのを、必ひっ死しでにらみかえす。

「だから、レッドが必ひつ要ようだって、きみは言いうのかい？　とうてい納なっ得とくしかねるね。それに、証しょう拠こなら、これからつかむよ。きみを捕つかまえて、紅レッいドス星ターを押おう収しゅうすればいい」

「そんなの……！」

『……はめられたな。ヤツは最さい初しょから、おれたちを利り用ようするつもりだったんだ』

　ケイの声こえが、怒いかりにふるえていた。

　わたしも、くちびるをかみしめる。

『アスカ、逃にげるぞ。こんなところで、あいつに捕つかまるわけにはいかない』

「でも、どうやって？」

　屋おく上じょうには警けい察さつ官かん、美び術じゅつ館かんの中なかには、警けい備び員いんがうじゃうじゃいる。

　とても、突とっ破ぱはできない。

『方ほう法ほうは……』

「でも、それじゃあ……」

　ケイの説せつ明めいをうけて、わたしはためらう。

『ほかに方ほう法ほうはない。かんたんに出だしぬける相あい手てじゃないのは、もうわかった』

「……そうだね」

　捕つかまっちゃったら、しかたがない。

「さあ、観かん念ねんしたほうがいいよ、レッド」

　響ひびきが言いいながら、また一歩ぽ、近ちかづいてくる。

　わたしは、屋おく上じょうにいる人ひとの位い置ちを確かく認にんする。

　だいじょうぶ、行いける。

「まさか、この中なかから逃にげ出だせるわけがないだろう？」

　自じ信しんたっぷりに言いう、響ひびき。

　わたしは、覚かく悟ごを決きめて、顔かおを上あげた。

「…………そうね。今こん回かいはレッドの負まけってことにしておいてあげる…………よっ！」

　言いいながら、わたしは紅レッいドス星ターを、警けい察さつ官かんがいる方ほう向こうに、山やまなりに投なげる。

　響ひびきをふくむ、全ぜん員いんの視し線せんが一いっ瞬しゅん、わたしから紅レッいドス星ターに移うつる。

『いまだ！』

　ケイの声こえと同どう時じに、わたしは全ぜん速そく力りょくで、屋おく上じょうのさくにむかう。

「レッドが逃にげるぞ！」

　響ひびきがさけんだけど、もうおそい。

　おもいっきり地じ面めんをけって、２メートルはある、さくのてっぺんをつかんで一いっ気きに飛とびこえる。

「ここは屋おく上じょうだぞ！」

　おどろいた響ひびきの声こえ。

　ふんっ、３階かいぐらいの高たかさ、わたしにはどうってことないの！

　わたしはためらわずに飛とびおりた。

　いきおいをころすため、一いち度ど、空くう中ちゅうで壁かべをけり、そのまま、一回かい転てんして地じ面めんに着ちゃく地ちすると、すぐに走はしりだす。

　警けい備び員いんも警けい察さつ官かんも、屋おく上じょうに集しゅう中ちゅうしていたらしく、下したには人ひとがいない。

　そのまま、美び術じゅつ館かんのへいを飛とびこえて、暗くら闇やみにまぎれる。

「はあはあ、はあはあ……………」

　全ぜん速そく力りょくで、人ひと気けのない路ろ地じまで走はしってから、すぐに私し服ふくに着きがえた。

『……もう、だいじょうぶみたいだな』

「そう、だね」

　頭あたまの中なかが、怒いかりとくやしさでグチャグチャで、それ以い上じょう、言こと葉ばが出でてこなかった。

　あの探たん偵ていに負まけたことが、自じ分ぶんの力ちからの足たらなさが、ただくやしくて、くやしくて……。

　瞳ひとみにたまった涙なみだをこらえながら、わたしは家いえにむかって歩あるきだした。







　　　　６　怪かい盗とうレッドの「初しょ心しん」？




「はあぁ…………………」

　わたしは、リビングのテーブルに突つっぷして、大おおきなため息いきをついた。

　今日きょう、もう何なん回かいめのため息いきをついたのか、自じ分ぶんでもわからない。

　……ぜんっぜん、力ちからが出でないんだよー。

「なんだ、なんだぁ！　若わかいもんが、ため息いきばっかりついて」

　お父とうさんが、手てぎわよく夕ゆうごはんをつくりながら、あきれた顔かおでわたしを見みた。

　夕ゆうごはんにはまだ早はやい時じ間かんだけど、お父とうさんは今日きょうは、夜よるからレストランの仕し事ごとがある。

　そういうときは、出でかける前まえに、夕ゆうごはんをつくっておいてくれるんだ。

　レンジで温あたためるだけで、すっごくおいしい料りょう理りを食たべられる。

　それだけでも、お父とうさんの子こどもに生うまれてきてよかったって、思おもっちゃうぐらい。

　でも、いまはその料りょう理りのいいにおいをかいでも、元げん気きが出でてこないんだよね……。

「ふう。こりゃ重じゅう症しょうだな」

　お父とうさんは手てをとめて、わたしの近ちかくに来きた。

「中ちゅう学がく生せい探たん偵ていに負まけたのが、そんなにショックか？」

　うっ……。

　痛いたいところをつかれて、わたしはますます、がっくりと肩かたを落おとす。

　だってさ、『怪かい盗とうレッドが盗ぬすみに失しっ敗ぱいした！』って、テレビや新しん聞ぶんに、でかでかと出でちゃったんだもん！

『世せい紀きの対たい決けつ、中ちゅう学がく生せい探たん偵ていの完かん全ぜん勝しょう利り！』なんて、見み出だしつきでね。

　これで、落おちこまないわけないでしょ！

「でも、紅レッいドス星ターが盗ぬすまれたものであることは、その白しら里さと響ひびきくんが証しょう明めいした。裏うらで取とり引ひきしていた組そ織しきも、幹かん部ぶが警けい察さつに逮たい捕ほされて壊かい滅めつしただろ。いいことじゃないか」

「……そうだよ。レッドは利り用ようされただけで、ぜーんぶ、あいつの手て柄がらになっちゃった。本ほん当とうは怪かい盗とうレッドの活かつ躍やくになるはずだったのにさ！　あーあっ！」

　また、ため息いきをつく。

　お父とうさんは、そんなわたしを、真しん剣けんな目めでじっと見みつめてきた。

　お、お父とうさん……？

　いつも、ふざけてることが多おおいから、こういう真面目まじめな顔かおをされると、緊きん張ちょうしてくる。

「……な、なに？」

　わたしは、おそるおそるたずねる。

「アスカ」

　言いいながら、お父とうさんの右みぎ手てが動うごいた。

　ぶたれるっ!?

　反はん射しゃ的てきに目めをつぶったわたしの頭あたまの上うえに……ぽんっと、お父とうさんの大おおきな手てがおかれた。

「えっ……？」

　おもわず、お父とうさんを見みあげる。
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　お父とうさんは、やさしい目めをしていた。

「……アスカ。怪かい盗とうレッドっていうのは、なんのためにいるんだ？」

　なんのためって……。

　そりゃ、世よの中なかの悪あく事じをゆるさないため。

　こまっている人ひとや、悪わるいヤツに苦くるしめられてる人ひとを助たすけるためでしょ？

　そう言いったのは、お父とうさんたちじゃない。

「だったら、なにを落おちこむ必ひつ要ようがあるんだ？　悪あくは、やっつけられただろ」

「だ、だって、くやしいじゃん！」

　わたしとケイなら……怪かい盗とうレッドなら、相あい手てがだれだって、ぜったい、負まけるわけないって、思おもってたんだもん！

「アスカ、初しょ心しんをわすれるなよ。怪かい盗とうレッドの目もく的てきは、勝かち負まけでも、手て柄がらを立たてることでも、有ゆう名めいになることでもない。……だろ？」

　お父とうさんが、目めくばせする。

　初しょ心しん……。

　……そっか……。

　ふと、胸むねにあった、もやもやとしていたものが、晴はれた気きがした。

　最さい初しょは不ふ安あんだったレッドをつづけてるのだって、レッドが本ほん当とうは正せい義ぎの味み方かただって、わかったから。

　悪あくをゆるさない。悪あくに苦くるしめられてる人ひとを助たすける。

　そういう存そん在ざいだって、わかったから。

　そうだよ！

　そんなあたりまえのこと、わたし、わすれてた!!

　落おちこんでる場ば合あいじゃないじゃん！

　まだまだ、世よの中なかには悪わるいヤツはいるし、こまってる人ひとはいるんだから!!

「お父とうさん、ありがとう！」

　わたしは、イスから立たちあがった。

「おお。…………お、そうだ。アスカ」

　部へ屋やにもどろうとしたわたしに、お父とうさんが声こえをかけてくる。

「なに？」

「おまえのトレーニングメニュー、夏なつ休やすみの間あいだ、２倍ばいな」

「へっ？」

　……ええええええええっ!?

「アスカは、このままで、いいのか？」

　えっ……で、でも、レッドになってから、それまでの練れん習しゅうメニューを増ふやしたのに、それをさらに２倍ばいって……わーん、やっぱりお父とうさん、怒おこってるんじゃない!?

　ううー、でも、負まけたままっていうのは、やっぱりくやしいしな。

「えーい、やってやろうじゃない！」

「よし、いい心こころ意い気きだ。明日あしたから、覚かく悟ごしとけよ」

　うっ……わたし、明日あしたから、無ぶ事じにすごせるかなぁ。







　部へ屋やにもどると、ケイがあいかわらず、真しん剣けんな顔かおでパソコンにむかっていた。

　あの美び術じゅつ館かんのことがあっても、ケイにとくに変かわった様よう子すはない。

　もっとくやしがるとか、わたしのことを責せめたりするかな、と思おもったりしたけど、そんなことは、ぜんぜんなかった。

　失しっ敗ぱいがくやしくない……ってことはないと思おもう。

　でも、もともと表ひょう情じょうが読よめないタイプだからなぁ、ケイって。

「携けい帯たい電でん話わ、鳴なってた」

　ケイがこちらに背せ中なかをむけたまま、言いってくる。

　ほら。こんな感かんじ。

　いつもと変かわらないんだよね。

　だから、なにを思おもってるか、さっぱりわかんない。

　……って、電でん話わを確かく認にんしなきゃ。

「教おしえてくれて、ありがと」

　ケイにお礼れいを言いって、ベッドの上うえにおいておいた、ピンク色いろの携けい帯たい電でん話わを手てにとる。

　じつはこれ、夏なつ休やすみに入はいってから、買かってもらったんだー。

　レッドのときに使つかってる通つう信しん機きはあるけど、ふだんは使つかえないし、前まえからほしいって思おもってたんだよね。

　うちの家か計けいもきびしいから、買かってもらえないと思おもってたんだけど、レッドをがんばってるっていうのと、すぐに連れん絡らくがとれないとこまるっていう、ケイの要よう望ぼうがあって、買かってもらえた。

　無む駄だづかいはしないようにって、お父とうさんに何なん度どもクギを刺さされたけど。

　わたしだけ買かってもらって、ケイはいいの？　って思おもったら、なんと！

　ケイって、すでに自じ分ぶんの携けい帯たい電でん話わを持もってたんだよ！

　なんか、ケイが協きょう力りょくしてる研けん究きゅう施し設せつから、借かりてるものなんだって言いってた。

　協きょう力りょくしてる研けん究きゅう施し設せつっていうのがなんなのかは、教おしえてくれなかったけど。

「あっ、実み咲さきからじゃん」

　携けい帯たい電でん話わの着ちゃく信しん履り歴れきにあったのは、実み咲さきの名な前まえ。

　実み咲さきも、中ちゅう学がくに入はいったときに、携けい帯たい電でん話わを買かってもらってた。

　塾じゅくに行いくと、帰かえりがおそくなるから、必ひつ要ようなんだって。

　わたしには縁えんがない話はなしだけどね、塾じゅくなんて。

　登とう録ろくした番ばん号ごうから、実み咲さきに電でん話わをかける。

『もしもし。アスカ？』

　数すう回かいの呼よびだし音おんのあとに、実み咲さきの声こえが聞きこえてくる。

「そう！　電でん話わくれたみたいだから。どうしたの？」

『明日あした、ヒマかなぁ、と思おもって。遊あそびにいかない？』

「行いく、行いくー！　すっごい、ヒマしてるから」

『ヒマしてるって、アスカ、宿しゅく題だいはやってる？』

「……………」

『ほらっ、聞きこえないフリしない！』

　だ、だってー。

　数すう学がくの問もん題だい集しゅうとか、いちおう、開ひらいてみたけど、ちんぷんかんぷんだし。

　あの記き号ごうとかがはさまったあとで、どうして数すう字じが答こたえとして出でてくるのか、よくわからないんだよね。

　どういう仕し組くみなの、あれ？

『も～、今こん度どいっしょに宿しゅく題だいやろう。ほうっておくと、ぜんぜんやらないつもりでしょ』

「ほんと？　すっごく助たすかる！」

『どうせなら、ケイくんに聞きけばいいのに。わたしより成せい績せきだっていいから、先せん生せいにはむいてると思おもうけど？』

　ムリ、ムリ。

　ケイに教おしえてもらっても、わたしにはさっぱり理り解かいできないもん。

　思し考こう回かい路ろがちがいすぎて、途と中ちゅうから頭あたまがオーバーヒートしちゃう。

　それに、あのぶっきらぼうな調ちょう子しで教おしえてもらってたら、１時じ間かんも耐たえられる自じ信しんがない。

『じゃあ、宿しゅく題だいの話はなしは今こん度どすることにして、明日あしたなんだけど、じつは行いきたいところがあるんだ』

「どこ？　つきあうよ」

『スカイタワーって知しってる？　電でん車しゃで30分ぷんぐらいのところにできた、アミューズメントビルなんだけど』

「うん、テレビで見みたことある。いろんなお店みせが入はいってるんだよね」

『そうそう。行いってみない？』

　もちろん、オーケー。

　そういう新あたらしいところとか、わたし好すきなんだよねぇ。

　しかも、すっごく高たかいビルって聞きいてるから、それも楽たのしみだし。

『ケイくんはどうかな？』

「えっ、ケイもさそうの？」

　どう考かんがえても、行いくって言いわないと思おもうんだけど。

『このあいだも、いっしょに美び術じゅつ館かんに行いって、楽たのしかったじゃない。もし、ケイくんがイヤじゃなければ、なんだけど……』

　実み咲さきがそこまで言いうなら、あとで声こえかけてみるけど、期き待たいしないほうがいいと思おもうなぁ。

　あのケイが、レッドの下した見みでもなく、遊あそびにいくだけのことに、ついてくるとは思おもえない。

『でも、アスカ、元げん気きになったみたいでよかった。ここのところ、元げん気きなかったから』

　あ、実み咲さきにも気きづかれてたんだ。

　当とう然ぜんかぁ。美び術じゅつ館かんのことがあったあと、自じ分ぶんでもわかるぐらい、沈しずんじゃってたし。

　だけど、もう復ふっ活かつしたから、だいじょうぶ！

「じゃあ、明日あした楽たのしみにしてる」

　わたしは電でん話わを切きると、ケイのほうを見みた。

　キーボードを打うつ手てはとまっていて、じっと、ディスプレイを見みつめていた。

　いまなら、話はなしかけやすいかな。

「ケイ、ちょっといい？」

「……なに？」

　少すこし間まがあってから、返へん事じがある。

「明日あした、実み咲さきとスカイタワーに行いくんだけど、ケイも来こない？」

「スカイタワー？」

　ケイがめずらしく、言こと葉ばに反はん応のうして、わたしのほうをむいた。

　あいかわらず、表ひょう情じょうは読よみづらいけど、ちょっと目めがするどくなってる？

「そう。新あたらしくできたアミューズメントビルで──」

「知しってる。……わかった、行いく」

　へ？

　いま、なんて言いった？

　行いくって言いったの？

　ウソでしょ。ただ遊あそびにいくのに、ケイがついてくるなんて。

　明日あした、大おお雨あめとかじゃないよね？

「ちょっと気きになることがあるだけだ」

　わたしの顔かおに疑ぎ問もんが出でてたのか、口くちにしてないのにケイが答こたえる。

　気きになること、かぁ。

　ケイのそういうのって、当あたるから不ふ安あんなんだけど。

　ま、今こん回かいは遊あそびにいくだけなんだし、なんかあったら、ケイにまかせちゃえばいっか。







　　　　７　スカイタワーにレッツゴー！




　わたしの心しん配ぱいは当あたらず、次つぎの日ひは、太たい陽ようがじりじりと照てりつける快かい晴せいだった。

　横よこには実み咲さきが、少すこし後うしろにはケイが歩あるいている。

　ケイは、わたしが起おきるより２時じ間かんも前まえにうちを出でて、ここまで歩あるいてきたんだって。

　わたしと実み咲さきが、電でん車しゃを使つかって着ついたときには、もうケイは近ちかくのベンチでパソコンを開ひらいていた。

　乗のり物もの酔よい、よっぽどイヤなんだろうなぁ。

　このあいだの美び術じゅつ館かんのときは、やせがまんしてたからねー。

「それにしても、すっごーい！」

　わたしたちの目めの前まえには、３つの大おおきなタワービルが建たっていた。

　これが１ヶか月げつ前まえにできた、アミューズメントビルのスカイタワーなんだって。

　すっごく高たかい、タワービル。

　見みあげてると、ひっくり返かえりそうになっちゃうぐらい。

「タワーの色いろが、右みぎから青あお、赤あか、黄き色いろになってて、ちがうでしょ？」

　実み咲さきがタワーを指ゆびさす。

「うん。かっこいいね！」

　タワーには、それぞれの色いろで、模も様ようが大おおきく描えがかれていた。

　模も様ようは、円えんみたいなんだけど、ねじれているみたいな、おもしろいかたちをしてる。

「えっと、それもたしか、パンフレットに書かいてあったと思おもうけど……」

「──メビウスの輪わ」

　実み咲さきがパンフレットを開ひらく前まえに、そっけなくケイが答こたえた。

「そうそう！　メビウスの輪わ」

　実み咲さきが大おおきくうなずいた。

　めびうすのわ？

　たしかに、あの模も様ようって、輪わっかみたいなかたちをしているけど、めびうすってなに？

「メビウスの輪わは、ドイツの数すう学がく者しゃアウグスト・フェルディナント・メビウスから、つけられた名めい称しょう。かんたんに言いえば、向むき付づけ不ふ可か能のうな２次じ元げん多た様よう体たいのこと」

　は、はい？

　もうっ、日に本ほん語ごで話はなしてよ！

「ケイくん、もうちょっとかんたんに……」

　実み咲さきもわからなかったみたい。

　だって、わかってもらおうってつもりが、ぜんぜんない説せつ明めいだもんね！

　ケイは小ちいさくため息いきをつく。

「いろいろな説せつ明めいを省しょう略りゃくして言いうなら、表おもてと裏うらの区く別べつがつかないってことだよ。あのタワーに描えがかれている輪わを見みて、ふしぎには思おもわないか？」

　えっ、どこが？

　ただの、ねじれた輪わっかじゃないの？

「あの輪わの面めんを、たどってみるとわかる」

　面めんをたどる？

　不ふ親しん切せつな説せつ明めいにムッとしつつも、目めで、タワーに描えがかれた輪わをたどってみる。

　となりで、実み咲さきも同おなじことしてるみたい。

「……あれっ？　表おもてが裏うらになっちゃった!?」
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　輪わっかの表おもてをたどっていくと、だんだんねじれていって、いつのまにか裏うら側がわをたどっていることになっちゃう。

　これって、どっちが表おもてなの？

「それが、メビウスの輪わの特とく徴ちょう。表おもても裏うらもないんだ。……そんなことより、タワーの説せつ明めいはいいの？」

「あっ、そうだったね」

　ケイに言いわれて、実み咲さきがうなずく。

　もう！　なんでケイがしきってるわけ？

「え～と、タワーの名な前まえが、スカイブルータワー、スカイレッドタワー、スカイイエロータワーっていって色いろのとおりに名な前まえがついてて、それぞれジャンルにわかれてるんだって」

「ジャンルって？」

「ブルータワーが、レストランやファッション関かん係けい、雑ざっ貨かのお店みせ。レッドタワーが、映えい画が館かん、美び術じゅつ館かんとかの鑑かん賞しょう系けい。イエロータワーが、最さい新しん技ぎ術じゅつを使つかった、ゲームや体からだを動うごかすアトラクションにわかれてるの」

「よく知しってるね、実み咲さき」

　パンフレットも見みてないのに、スラスラと説せつ明めいしちゃってるし。

「いちおう、調しらべてきたからね。じゃないと、こんな大おおきなところ、１日にちじゃまわれないよ」

　なるほど～。

　そりゃそうだよね。

　緑グリのーン・海シーのときのビルより、ずいぶん大おおきいもん。

　それが３つ建たってるから、１日にちで見みてまわるなんて、とてもムリ。

「それで、最さい初しょはどこ行いくの？」

「イエロータワーから見みてまわろうかと思おもってるんだけど、どう？」

「いいよ！　ゲームがあるんでしょ？」

「そうそう。いくつか、アスカが好すきそうなのとか、見みつけておいたんだ。ケイくんもいいかな？」

　実み咲さきが後うしろで、なにかを考かんがえるような顔かおをしてるケイに聞きく。

「……うん、いいよ」

　ケイはぼそっと答こたえる。

　心こころここにあらずって感かんじ。

　なんだろう？

　ケイがそっけなかったり、考かんがえこんだりしてるのは、めずらしいことじゃないけど、いつもとちょっとちがう気きがする。

「アスカ？　どうかしたの？」

　実み咲さきに言いわれて、われにかえる。

「ううん、なんでもない。さっ、行いこっか！」

　わたしは実み咲さきのそばにかけよって、いっしょにイエロータワーの入いり口ぐちにむかって歩あるきだした。







　イエロータワーの入いり口ぐちの列れつにならんで、数すう分ふんすると中なかに入はいれた。

　ビルの中なかは、家か族ぞくづれや高こう校こう生せいや中ちゅう学がく生せいのグループで、にぎわっている。

「うわぁ～、すごーい！」

　おもわず声こえをあげる。

　タワーの中なかっていうから、もっとせまいイメージがあったんだけど、ぜんぜんそんなことない。

　広ひろい通つう路ろがまっすぐにつづいていて、両りょうサイドにはグッズのお店みせや、有ゆう名めいなファーストフードのお店みせなんかがならんでいる。

「上うえの階かいに行いくエレベーターは……あっ、これで調しらべよう！」

　実み咲さきは、かべぎわに立たっている、大おおきなマネキン人にん形ぎょうみたいなのを指ゆびさす。

　人にん形ぎょうといっても、体からだの色いろも肌はだ色いろだし、服ふくもおしゃれしてるし、遠とお目めで見みたら、ほんものの女おんなの人ひととまちがえてしまうぐらい。

　マスコットキャラクターかな？　とも思おもったけど、いまの実み咲さきの言こと葉ばからすると、ちょっとちがうみたい。

「調しらべるってどういうこと？」

「ま、見みてて」

　実み咲さきはイミ深しんな笑えみをうかべて、人にん形ぎょうとむきあう。

「運うん動どう系けいのアトラクションを探さがしてるんですけど、何なん階かいですか？」

　実み咲さきは人にん形ぎょうにむかって質しつ問もんする。

　え──っ、ちょっと実み咲さき！

　いくらなんでも、それはヘンな人ひとだよ。

　実み咲さきをとめようとしたけど、それより先さきに、人にん形ぎょうのほうが反はん応のうした。

「運うん動どう系けいのアトラクションでしたら、25階かいから30階かいに、ミニスポーツを楽たのしめるコーナーがございます。ほかには、13階かい、15階かい、37階かいに体からだを動うごかす要よう素そのあるアトラクションがございます」

　人にん形ぎょうが、スラスラと説せつ明めいをはじめる。

　しかも、その声こえはまるっきり、おとなのお姉ねえさんの声こえ。

　ど、どうなってるの!?

「えへへへっ、おどろいた？」

　実み咲さきがわたしを見みて、にっこりと笑わらう。

　そりゃ、おどろくよ！

　人にん形ぎょうがとつぜん、しゃべりだすんだもん。

　しかも、実み咲さきの質しつ問もんに答こたえてるし。

「これが新あたらしく発はっ表ぴょうされた、人じん工こう知ち能のうシステムか。話はなしには聞きいてたけど」

　ケイが興きょう味み深ぶかそうに、人にん形ぎょうを見みてる。

　なになに？

　じんこうちのう？　また、むずかしい話はなしなのぉ？

「人ひとのように思し考こうするプログラムのことだよ。これは、人ひと型がたのロボットといってもいい。アスカ、そういうの好すきだろ？」

　アニメとかマンガで、たしかに見みるけど、そんなの本ほん当とうにあったの!?

　それじゃあ、話はなしたり、友ともだちになったりできるとか？

「そこまで万ばん能のうじゃない。せいぜい、道みち案あん内ないをするていどだ。それでも、画かっ期き的てきなことだけど」

「これも、このスカイタワーの目め玉だまなんだって。決きまった階かいにしかおいてないみたいだから、ここで使つかえたのはラッキーなんだよ」

　へえ～。そうなんだ。

　便べん利りそうだから、もっとおけばいいのに。

「コストがかかるから、ムリだ。これ１台だいでも、数すう千せん万まん円えんはかかってるはずだから」

　す、すうせんまんえんっ！

　そんな高こう価かなものなわけぇ!?

　あらためて見みてみるけど、ふつうのマネキン人にん形ぎょうにしか見みえない。

　やっぱり、わたしには理り解かいできない世せ界かいみたい。







　　　　８　失しっ敗ぱいは、こわくない？




「ふう～～、楽たのしかったぁ！」

　わたしはベンチにすわると、大おおきく息いきをして呼こ吸きゅうをととのえる。

「はしゃぎすぎだ」

　ベンチにすわっていたケイが、あきれ顔がおでわたしを見みる。

　そんなこと言いったって、体からだ動うごかしてると、楽たのしいんだもん！

　いま、運うん動どう系けいのアトラクションを、ひととおり楽たのしんできたところ。

　ミニサッカー、バスケの３スリー[image: on]オン３スリー、クライミングとか、いろいろやってきちゃった。

　とくにクライミングって楽たのしいんだよね。

　かべに、ホールドっていう岩いわに似にせたものがくっついてるんだけど、それに手てと足あしを引ひっかけて登のぼっていくっていう、シンプルなスポーツ。

　わたしがやったのは、ボルダリングっていう、ロープを使つかわないで登のぼるほう。

　高たかさは、たった３メートルくらいだから、わたしにはもの足たりないんだけどね。

　難なん易い度どによって、いろんなルートがあるんだけど、わたしはスペシャル級きゅうにむずかしいのを、コンピュータで指し示じしてもらって、やってみたんだ！

　もちろん！

　ちゃ～んと、登のぼりきったけどねっ！
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　インストラクターの人ひとから、びっくりした顔かおで「何なん年ねんくらい、クライミングジムに通かよってるの？」って聞きかれちゃったぐらい。

　お父とうさんっていう、特とく別べつなコーチはいるんだけど、さすがにそれは言いえないから、ごまかしておいた。

「そういえば、実み咲さきは？」

「飲のみもの、買かってくるって」

「そっか。それにしてもさぁ、ケイ、よく今日きょう来くる気きになったね。ぜったい来こないと思おもったのに」

「……べつに。なんとなくだよ」

　理り由ゆうもなく、ケイが動うごくわけないのぐらい、わたしにだってわかってるんだけど？

「ちょっと気きになることがあったんだ。それだけだ」

　気きになること？

　そういえば、前まえにもそんなこと言いってたよね。

　いったい、なんのことなんだろう？

「気きをまわしすぎただけかもしれない。気きにしないでいい」

　ま、ケイがそう言いうなら、そういうことにしておくけどさ。

　わたしは、飲のみものを売うってるお店みせのほうに、目めをむける。

　けっこう人ひとがならんでいて、実み咲さきはまだ後うしろのほうで、時じ間かんがかかりそう。

　……いまならいいかな。

「ねえ、ケイ。ひとつ、聞ききたかったことがあるんだけど」

「なに？」

　ケイは、あいかわらずのポーカーフェイス。

「この前まえの……美び術じゅつ館かんのこと……ケイは、どう思おもってるの？」

　口くちに出だしてみると、とたんに不ふ安あんになる。

　わたしは、これからもがんばるって決きめたけど、カンペキ主しゅ義ぎのケイが、どう思おもってるのかは、こわくて聞きけなかった。

　もしかして、もうレッドをやめるって、言いいだすんじゃないかって思おもったんだ。

　ケイはすぐには答こたえないで、アトラクションのほうに目めをむけた。

　そこには、いかにもロボットっぽいカクカクした機き械かい相あい手てに、キャッチボールをしている小しょう学がっ校こうの低てい学がく年ねんぐらいの男おとこの子こがいる。

　ロボットがキャッチボールできるって、これもかなり、すごいことみたい。

　ケイが、さっきも熱ねっ心しんにロボットの動うごきを見みていたし。

「ぼくの知しりあいに、Ｙ・Ｏ教きょう授じゅっていう人ひとがいるんだけど」

　ん？　とつぜん、なんの話はなし？

「ケイ、わたしが聞きいてるのは……」

「そこの、キャッチボールしてるロボットの、プログラムを組くんだ人ひとなんだ」

　……へ？

　ええええええっ！

　それって、すごい人ひとだったりするんじゃないの？

「研けん究きゅう者しゃとしては、世せ界かい的てきに名な前まえが知しられている人ひとだよ。本ほん人にんはロボット工こう学がくが専せん門もんではないんだけど、今こん回かいはたのまれて研けん究きゅうチームに参さん加かしたらしい」

　そういうのを聞きくと、やっぱりケイって、ただ者ものじゃないんだってことが、よくわかる。

　わざわざレッドをやらなくても、ほかにやりたいことだって、きっといろいろありそうだよね。研けん究きゅうとかさ。

「…………レッド、つづけたくなくなった？」

　わたしは、おそるおそるたずねる。

　心しん臓ぞうがはげしく鼓こ動どうしてる。

　さっき、クライミングしたときだって、こんなことはなかったのに。

　だけど、ケイはけげんそうな顔かおで言いった。

「は？　なに言いってるんだ？」

「なにって、だってケイには研けん究きゅうとか、ほかにやりたいことも、あるんだろうなって……。だから、いまの話はなしもしたんじゃ」

「ちがう。そういうイミじゃない」

　ケイはちょっと、いらだったような声こえを出だす。

「そのＹ・Ｏ教きょう授じゅが、ぼくに言いったことがあるんだ。『研けん究きゅうには失しっ敗ぱいがつきものだ。だから、失しっ敗ぱいがこわいんじゃない。失しっ敗ぱいの中なかから、なにも見みいだせないことのほうが、よほどおそろしいんだ』って……だから、ぼくが一度どの失しっ敗ぱいであきらめることなんて、あり得えない」

「失しっ敗ぱいから、なにも見みいだせない……」

　わたし、美び術じゅつ館かんのことがあってから、「負まけた！」ってことばっかりで頭あたまがいっぱいで、あのときのこと、思おもいだしてみようともしてなかった。

　その間かん、ケイはずっとパソコンにむかって、なにかしてた。

　あれってもしかして……。

「何なん度ども、美び術じゅつ館かんのことはシミュレートし直なおした。もう、同おなじ失しっ敗ぱいはしない。……それよりも、アスカはどうなんだ？」

　ケイが、キャッチボールロボットのほうを向むいたまま言いった。

「どうって、レッドをつづけるかってこと？」

「うん」

　そんなの、答こたえは決きまってる！

「もちろん、つづけるよ！」

「そっか。…………なら、よかった」

　ぼそっと、ケイがつぶやく。

　えっ？

　いま、よかったとかって、言いわなかった？

「あの、ケイ……」

「おまたせー」

　わたしがケイにもう一いち度ど聞きこうとしたとき、実み咲さきがジュースを両りょう手てに持もって、もどってきた。

「ん？　なんか話はなし中ちゅうだった？」

　実み咲さきが首くびをかしげる。

「う、ううん、べつに！　手て伝つだいにいかなくて、ごめんね」

　両りょう手てで紙かみコップを３つ持もってるから、たいへんそう。

「それはかまわないよ。まんなかのがアスカの。オレンジでよかったよね？」

「ありがと！」

　紙かみコップに入はいった、オレンジジュースを受うけとる。

「これ、ケイくんのアイスコーヒー。で、わたしがアイスミルクティーと」

　実み咲さきはケイに、紙かみコップをひとつわたす。

　ケイ、またあんな苦にがいの飲のむんだぁ。

　家いえでも、よく飲のんでるけど、なにがおいしいのか、ぜんぜんわかんない。

「それじゃあ、時じ間かんもないし、次つぎまわろっか」

　実み咲さきの言こと葉ばに、わたしとケイが立たちあがる。

「次つぎはどこ行いく？」

「ブルータワーの雑ざっ貨か屋やさんなんか、どうかと思おもうんだけど？」

「いいよ！　ケイもいいよね？」

　反はん対たいはなしだからね、っていう顔かおで見みると、やれやれという顔かおで、ケイがうなずいた。







　ブルータワーは、洋よう服ふく屋やさんや雑ざっ貨か屋やさんが、ずらりとならんでいた。

　上うえの階かいには、レストランもあるんだって。

　さっきのイエロータワーとは、ぜんぜん、ふんいきがちがう。

　歩あるいている人ひとも、おとなの女おんなの人ひととか、女じょ子し中ちゅう高こう生せいが多おおい。

「あっ、これかわいい！」

　わたしたちは、雑ざっ貨か屋やさんを見みてまわってた。

　安やすいお店みせも多おおいから、おこづかいでも、なんとか買かえそうだし。

　ケイは、お店みせには入はいってこないで、廊ろう下かのはしで、たいくつそうに立たっている。

「ケイくんに悪わるいことしちゃったかな？」

　実み咲さきが、ケイのほうを気きにするように見みる。

「だいじょうぶだって。ケイもたまには、ぼんやりするぐらいのほうがいいんだから。家いえにいても、いっつもパソコンにむかってたりして、休やすんでるのなんて、食しょく事じと寝ねてるときぐらいだよ」

「へえ～、そうなんだ。だったら、今日きょう遊あそびにきたのって……」

「奇き跡せき的てきなことだよ」

「奇き跡せきって。アスカ、言いいすぎ」

　でも、ほんとにそれぐらい、めずらしいことなんだよ。

　どうやら、ケイにはケイの目もく的てきがあるみたいだけど……。

　わたしは思おもいながら、雑ざっ貨か屋やさんを見みて歩あるく。

　キャラクターのデザインされた、ポーチやケースがならんでる。

　……ん？

　ふと顔かおをあげると、ケイがむずかしい顔かおをして、廊ろう下かの先さきを見みていた。

　なんだろう？

　疑ぎ問もんに思おもってケイの視し線せんの先さきをたどって、わたしもおもわず、自じ分ぶんの目めがけわしくなるのがわかった。

「……白しら里さと、響ひびき……！」

　響ひびきは、廊ろう下かを歩あるいていた。

　後うしろには、私し服ふく姿すがたの体たい格かくのいい男おとこが２人ふたり。

　たぶん、警けい察さつ官かんだ。

「どうしてここに？」

　また、なにか事じ件けん？

　わたしたちを捕つかまえにきた、ってことはないと思おもう。

　あのとき、正しょう体たいがばれるようなミスは、しなかったから。

　きっと、まったくのべつの事じ件けんのことだろう。

　わたしは、そう自じ分ぶんに言いい聞きかせる。

　ケイを見みると、まだ響ひびきのほうに、けわしい視し線せんをむけていた。

　……もしかして、ケイが今日きょうここに来きたのと、響ひびきがいるのは、同おなじ理り由ゆうなんだろうか？

　そんな考かんがえがうかぶ。

「ねえ、アスカ。このケースかわいくない？」

「えっ、あ、なに？」

　実み咲さきにとつぜん話はなしかけられて、わたしはびっくりして、ふり返かえる。

「もう！　話はなしぜんぜん聞きいてないし。なんかむこうであったの？」

「べ、べつに、なにもないよ」

　今日きょうは遊あそびで来きたんだから、白しら里さと響ひびきのことは、わすれよう。

　帰かえってから考かんがえればいいことだし。

「そう？　で、これなんだけど、どう思おもう」

　実み咲さきの手てにあるのは、赤あかい色いろをした携けい帯たい電でん話わだった。

「これが、なあに？」

「ふふっ、わからないでしょ？　すっごく細こまかくつくられてて、ボタンとかも押おせるようになってるんだ。だけどね……」

　そう言いって、実み咲さきは携けい帯たい電でん話わをつかむと、まんなかから、ぱっかりと上じょう下げに開ひらいた。

　中なかは、ピンク色いろのフェルトっぽい生き地じになってる。

「あっ、もしかして、メガネケース!?」

「そう、当あたり！　すごいよね？　ちょっと見みただけだと、携けい帯たい電でん話わにしか見みえないもの」
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　実み咲さきは、このメガネケースが気きに入いったみたい。

　こんなに興こう奮ふんして話はなすのなんて、実み咲さきにしたら、めずらしいもん。

　ちょっと値ね段だんが高たかめだから、なやんでたけど、結けっ局きょく、買かってた。

「今こん月げつは、これから節せつ約やくしないとな～」

　実み咲さきはそう言いいながらも、メガネケースの入はいった紙かみ袋ぶくろを、うれしそうにかかえてる。

　ふり返かえると、ケイもさっきのむずかしい顔かおから、いつもの愛あい想そのない顔かおにもどっていた。

　白しら里さと響ひびきの姿すがたもなかった。

　なんだったんだろう？

　ま、気きにしてもしかたがないか。

「次つぎはレッドタワーだね。美び術じゅつ展てんがあるんだよ」

　実み咲さきが楽たのしげに言いう。

　え────っ、また美び術じゅつ!?

　この前まえ、見みにいったばかりじゃん！

　でも、わたしもさっき運うん動どう系けいアトラクションで、１人ひとりであそびまくっちゃったから、人ひとのこと言いえないんだよねぇ。つきあうかあ。







　　　　９　トラブル発はっ生せい!!




　レッドタワーは、ほかのタワーとちがって、人ひとのざわつきが少すくなかった。

　映えい画が館かんや展てん示じホールみたいなところが、ほとんどで、お客きゃくさんたちもおとなの人ひとが多おおいからみたい。

「ここに来くるって決きまったときから、この企き画かく展てん、見みたかったんだぁ！」

　実み咲さきには、お目め当あてがあったみたい。

「世せ界かいから名めい画がが集あつめられてるんだよ。こんなに集あつまることなんてないんだから」

「へえ～」

　絵えのことはわからないけど、いろいろな場ば所しょにある絵かい画がを集あつめるのって、たいへんそう。

「だから、ふしぎでもあるんだよね。ふつうは、海かい外がいの美び術じゅつ館かんとか、時じ代だいだったり、国くにだったりで集あつめるんだけど、今こん回かいはダ・ヴィンチから、ピカソとかまでバラバラなの。しかも、もうひとつふしぎなのは、これだけの企き画かく展てんなのに、宣せん伝でんがぎりぎりまで、されなかったんだよね」

　それはヘンかも。

　宣せん伝でんしなかったら、お客きゃくさん来こないじゃん。

「でも、ぎりぎりまで集あつまる絵かい画がが決きまらなかったのかもしれないし、本ほん当とうのところは、わからないけどね」

　ふーん。なんか、引ひっかかるなぁ。

　ケイをちらりと見みてみる。

　わたしたちの会かい話わは聞きこえているはずだけど、とくに話はなしに入はいってくるつもりはないみたい。

　いつもの無む表ひょう情じょうで、なにを考かんがえてるのかは、わかんない。

「そうそう、実み咲さき。わたし、やっぱり美び術じゅつ展てんは遠えん慮りょしとくよ」

「えっ、なんで？　やっぱりたいくつ？」

「ま、しょうじき言いうと、そんなところなんだけど」

「だったら、べつのところにしようか？」

「いいって。実み咲さき行いきたかったんでしょ。だから、ケイと２人ふたりで見みてきて。わたしはその間あいだ、ほかを見みてまわってるから。見み終おわったら、携けい帯たい電でん話わに連れん絡らくくれれば、合ごう流りゅうできるでしょ？」

「それはそうだけど……」

　実み咲さきは、まだ迷まよってる感かんじ。

「さっきも、こんなに名めい画がが集あつまることなんてない、って言いってたでしょ。実み咲さきは見みておかないと、後こう悔かいしちゃうよ。わたしのことは気きにしないで」

「う～～～ん、わかった。ごめんね。あとで連れん絡らくするから」

「あやまらなくていいって。それじゃ、あとで合ごう流りゅうね。ケイも行いくでしょ？」

「ああ。氷ひ室むろさんといっしょに行いく」

「そ、そう」

　やけに、はっきりとケイが言いうから、逆ぎゃくにびっくりしちゃった。

　実み咲さきも、ちょっと赤あかくなってる。

　いや、たぶん、このトウヘンボクは、なにも考かんがえてないよ。







　２人ふたりとわかれて、わたしはイエロータワーにもどることにした。

　やっぱりわたしには、美び術じゅつ展てんで絵えを見みてるより、体からだを動うごかすほうが合あってるもん。

　道みち案あん内ないの看かん板ばんを見みながら、タワーをつなぐ連れん絡らく通つう路ろに出でる。

　それぞれの階かいに、この連れん絡らく通つう路ろがあって、ここから直ちょく接せつ、となりのタワービルに出でられる。

　わたしは、イエロータワーにつながっている連れん絡らく通つう路ろを歩あるいていった。

「それにしても２人ふたりとも、絵かい画がなんか見みてて、おもしろいのかなぁ」

　すごいなぁ、きれいだなぁ、とは思おもっても、わたしはそんなに、ずっとながめていたい、とは思おもえないんだよね。

　そんなことを考かんがえているうちに、イエロータワーの手て前まえまで来きていた。

　さ～て、またどっかのアトラクションで──

　そう思おもったときだった。

　とつぜん、それまでかかっていた楽たのしそうな音おん楽がくが、かき消きえた。

　えっ、なに？

『──レッドタワーでお楽たのしみのみなさま、はじめまして』

　荒あらっぽい男おとこの人ひとの声こえが、大だいボリュームで流ながれだした。

　なんだろう？

　こんな放ほう送そう、いままでなかったけど。

　ふしぎに思おもっていると、つづけて男おとこが言いった。

『ただいま、このレッドタワーのシステムは、私わたしたちが掌しょう握あくしました。あと10分ぷんですべての隔かく壁へきを閉へい鎖さします。レッドタワー内ないにいるみなさまは、すみやかに退たい去きょしてください。

　言いっておきますが、これはアトラクションではありません。証しょう拠こを見みせましょう』

　え？

　え？

　なに言いってるの？

　これも、アトラクションのひとつなの？

　まわりの人ひとたちも、あぜんとしているみたい。

　だけど、次つぎの瞬しゅん間かん──

　ガッシャン！　ガッシャン！

　遠とおくで大おおきな音おとがする。

　それが、レッドタワーとブルータワーをつなぐ、隔かく壁へきが閉しまる音おとだと、すぐに気きがついた。

『15分ふん後ごに、この建たて物ものの中なかにいた方かたの、命いのちの保ほ証しょうはしません。

　──さあ。早はやくしないと、逃にげおくれますよ。

　ただし、15～17階かいの展てん示じホールにいる方かたは、全ぜん員いん、その場ばを動うごかないでください。あなたがたのことは、私わたしたちの人ひと質じちとさせていただきます』

　そこまで言いって、ブツッと放ほう送そうが切きれた。

　みんな一いっ瞬しゅん静しずまりかえる。

「な……なに？」

「に……」

「逃にげろ！　閉とじこめられるぞ!!」

　だれかの声こえをきっかけに、まわりの人ひとが、いっせいに走はしりだした。

　レッドタワーからイエロータワーにむかって、人ひとが殺さっ到とうする。

　雪崩なだれのようないきおいで、人ひとが押おしよせてくるのが見みえた。

「ちょ、ちょっと！　じょうだんでしょ！」

　レッドタワーには、実み咲さきもケイもいるんだよ。

　それに──

「展てん示じホールって、２人ふたりがいるところじゃない！」

　わたしは、レッドタワーにもどろうとしたけれど、人ひとの流ながれが押おしよせてきて、前まえに進すすむどころか、イエロータワーに押おしもどされてしまう。

「待まって！　むこうに行いかせて！」
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　わたしがさけんでも、人ひとの流ながれはいきおいを増ますばかりで、イエロータワーのかなり奥おくまできてしまった。

　ガッシャン！　ガッシャン！

　目めの前まえで、レッドタワーとイエロータワーをつなぐ隔かく壁へきが閉とじていく。

「ウソでしょ……」

　わたしはぼうぜんとして、その場ばですわりこむ。

　どうしたらいいの？

　っていうか、これ、どういうことなのよ!!

　頭あたまの中なかがグチャグチャで、ぜんぜんまとまらない。

　こんなとき、ケイなら……

　そうだ！　携けい帯たい電でん話わだ！

　わたしは、いそいでケイの携けい帯たい電でん話わにかけた。

　２コールで出でた。

「ケイ！」

『アスカか？』

「無ぶ事じなの!?」

『いま、展てん示じホールにいる。ぼくも氷ひ室むろさんも無ぶ事じだ。こっちはだいじょうぶだから、まちがっても１人ひとりで助たすけにこようと……』

『おい！　そこ、なにを話はなしている！』

　ドスのきいた男おとこの声こえが聞きこえたかと思おもったら、とつぜん通つう話わが切きれた。

「ケイ!?　どうしたの、ケイ!!」

　もう一いち度どかけ直なおしたけど、電でん源げんが入はいっていませんっていうアナウンスに切きり替かわってる。

「ど、どうしよう……！」

　なにがあったのか、ぜんぜんわからない。

　でも、助たすけにいかなきゃ！

　助たすけにはくるなって、ケイは言いってたけど、そんなこと、聞きけるわけない。

「と、とにかく、まずは情じょう報ほうを集あつめなきゃ。相あい手てがわからなきゃ、どうしようもないもんね……あっ！」

　そのとき、響ひびきと警けい察さつ官かんたちが、走はしっていくのが見みえた。

　わたしは反はん射しゃ的てきに、そのあとを追おった。

　響ひびきたちなら、ぜったい、なにか知しってる。

　人ひとごみをぬけて、響ひびきたちは「スタッフＯＮＬＹオンリー」の看かん板ばんが立たっている場ば所しょに入はいっていく。

　その入いり口ぐちには警けい察さつ官かんが立たっていて、お客きゃくさんがつめよっていた。

　あそこをぬけると、めだちすぎるからダメだ。

　でも、響ひびきの話はなしは聞きかなきゃいけないし……よしっ！







　　　　10　強きょう力りょくタッグ、結けっ成せい！




　わたしは近ちかくの女じょ子しトイレに入はいると、中なかに人ひとがいないことを確かく認にんして、「清せい掃そう中ちゅう」っていう札ふだを表おもてに出だした。

「ちょっとの間あいだだから、ごめんね」

　個こ室しつの中なかで、すばやく怪かい盗とうレッドのユニフォームに着きがえる。

　ケイにすごく小ちいさく圧あっ縮しゅくしてもらって、いつも持もち歩あるいてるんだよね。

「あとは……」

　トイレから、廊ろう下かをのぞく。

　人ひと気けはない。だいじょうぶ。

　みんな、騒さわぎのほうに目めがいってるみたい。

　わたしは廊ろう下かの天てん井じょうの通つう風ふう口こうにむけて、真ま下したからワイヤーを発はっ射しゃする。
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　ワイヤーを通つう風ふう口こうのふたの網あみ目めに引ひっかける。

「よっ！」

　ワイヤーを巻まきあげて、天てん井じょう近ちかくまで上のぼる。

　そこから通つう風ふう口こうのふたをはずして、天てん井じょう裏うらに出でた。

「うっ、ほこりっぽいなぁ」

　口くちもとをスカーフでおおいながら、天てん井じょう裏うらの通つう風ふう口こうの中なかを進すすんでいく。

　通つう風ふう口こうの中なかは、せまくて細ほそいパイプのようになっていた。

　空くう気きのとおり道みちで、人ひとが通とおることなんて考かんがえられてないんだから、当とう然ぜんなんだけど、動うごきづらくてしょうがない。

　体からだを横よこにして、ほふく前ぜん進しんしながら、さっきの廊ろう下かの道みち順じゅんを思おもいだそうとする。

　だけど、立たって歩あるくのと、横よこになっているのとでは感かん覚かくがちがうせいか、なかなか思おもった場ば所しょに出でない。

「もう！　こんなときにケイのナビがあれば、かんたんなのにぃ！」

　でも、そのケイが捕つかまってる。

　だれが犯はん人にんかは知しらないけど、警けい察さつに救きゅう出しゅつをまかせておくなんて、できない！

　かなり迷まよったけど、なんとかスタッフルームの上うえまで出でられたみたい。

　網あみ目めになってる通つう風ふう口こうのふたから、そっと部へ屋やの中なかをのぞきこむ。

　10人にんぐらいの大人おとなたちが、むずかしい顔かおをして、集あつまってるのが見みえる。

　その中なかに、１人ひとりだけ、真まっ白しろなジャケットをはおった少しょう年ねんが立たっていた。

　いた！　白しら里さと響ひびき!!

　むかいに立たつ、中ちゅう年ねんの男おとこと、けわしい顔かおつきで向むきあっている。

「だから、もっと警けい備びを増ふやすべきだと言いったんです！　脅きょう迫はく状じょうがきてたんですよ！」

　響ひびきがはげしい口く調ちょうでさけぶ。

「そんなもの、狂きょう言げんかもしれんだろう。いちいち、対たい応おうしていたら商しょう売ばいにならんのだよ。それより、早はやく犯はん人にんたちを捕つかまえてくれ。きみは名めい探たん偵ていなんだろう？　レッドタワーの展てん示じホールには、世せ界かい的てき名めい画ががたくさんあるんだぞ！　なにかあったら、どう責せき任にんをとるつもりだ！」

　中ちゅう年ねんの男おとこが、響ひびきにどなり返かえす。

　どうやら、このスカイタワーのオーナーらしい。

　中ちゅう年ねん太ぶとりで、お腹なかが出でていて、態たい度どからして、えらそうだ。

　いかに話わ題だいの名めい探たん偵ていだからって、中ちゅう学がく生せい相あい手てにこんなこと言いうなんて、はずかしくないのかなぁ？

　響ひびきはオーナーをにらみつけるような目めで見みていたが、大おおきく息いきをすると、きびすを返かえした。

「犯はん人にんはぼくが捕つかまえます。人ひと質じちの人ひとたちも助たすけます。……それから美び術じゅつ品ひんも」

　肩かたごしに、響ひびきはそう言いって、部へ屋やを出でていった。

　追おってこようとする警けい察さつ官かんらしき男おとこに、

「少すこしの間あいだ、１人ひとりにしてください」

　と、ことわっているのが聞きこえた。

　わたしも響ひびきのあとを追おって、天てん井じょう裏うらを移い動どうする。

　とにかく、なにか裏うらがあるらしい。

　そして、それを響ひびきが知しってるのは、まちがいない。

　脅きょう迫はく状じょうなんて言こと葉ばも出でてたし……実み咲さきもケイも、なにかの事じ件けんに巻まきこまれたってことだろうか。

　なんとかしなきゃ！

　響ひびきはスタッフルームの奥おくの廊ろう下かで、自じ動どう販はん売ばい機きからコーヒーを買かって、つきあたりの窓まどぎわに立たって外そとを見みていた。

　通つう風ふう口こうから首くびを出だして、注ちゅう意いぶかく、廊ろう下かを見みわたす。

　だいじょうぶ。響ひびきの近ちかくに人ひとはいないし、だれかがやってくる気け配はいもない。

　スカーフで、いつもより深ふかく顔かおをかくす。

　危き険けんだけど、行いくしかない。突とっ破ぱ口こうは、これしかないんだから！

　わたしは意いを決けっして、通つう風ふう口こうから廊ろう下かに降おりたった。

　タンッ、と小ちいさく音おとがして、外そとを見みていた響ひびきが、こちらを向むいた。

「──レッド!?」

　響ひびきが目めを見み開ひらいて身み構がまえる。

「なぜ、おまえがここにいる!!」

　いまにも、飛とびついてきそうだ。

　やっぱりダメ!?

　ううん！　いまは争あらそいにきたわけじゃないんだから。

　わたしは、あえて身みがまえずに、無む造ぞう作さに響ひびきの前まえに立たった。

「少すこし話はなしがしたいの。いま、ここで起おきてることについて」

　声こわ色いろを変かえて言いう。

　響ひびきがいぬくような目めで、じっとわたしを見みる。

　いまのわたしは、スキだらけだ。飛とびかかられたら、あぶない。

　だけど、話はなしをするには、こうするぐらいしか、わたしには思おもいつかない。

「なぜここにいるんだ？」

　響ひびきが言いった。

　まだ警けい戒かいしてるけど、話はなしをしてくれる気きはあるみたい。

「そんなこと、どうでもいいじゃない。それより、どういうことなの？　いったいレッドタワーでなにが起おきてるの？」

「それを知しってどうする？」

　響ひびきの顔かおの警けい戒かいが強つよまる。

「聞きいてから考かんがえるわ」

　響ひびきとにらみ合あう。

　でも、すぐに響ひびきはため息いきをついて、目めをそらした。

「……わかった。もとはと言いえば、おまえにも関かん係けいあることだしな」

　レッドにも関かん係けいある？

　どういうことよ？

「……事じ前ぜんに、ある脅きょう迫はく状じょうがビルのオーナーのところにきていた。それで、警けい察さつとぼくが警けい戒かいにあたっていたんだ。しかし、オーナーは警けい官かんがおおぜいうろつくのを嫌きらって、人にん数ずうを制せい限げんさせたんだ。どうやら、オーナーは警けい備びシステムには自じ信しんを持もっていたみたいだね。だから、ビルの中なかに入はいれた警けい官かんは、私し服ふく姿すがたでしかも50人にんだ。こんな広ひろいビルの中なかを、そんな人にん数ずうで守まもれるわけがない、と言いったんだけど……。そんな中なか、さっきのレッドタワーの制せい御ぎょシステムが乗のっとられる事じ件けんが起おきた」

　事じ件けんのあらましはわかったけど、どうしてそれがレッドに関かん係けいあるのよ。

　ビルジャック？　っていうのかわからないけど、そういうヤツらでしょ？

「脅きょう迫はく状じょうには犯はん人にんから要よう求きゅうはなかったと、オーナーは言いっていた。だけど、ぼくはオーナーがなにか隠かくしていると思おもってる。それがなにかまでは、わからないけど……。ただ、おそらく犯はん人にんは、この前まえの美び術じゅつ館かんの一いっ件けんで壊かい滅めつさせた、犯はん罪ざい組そ織しきの残ざん党とうだろう」

　それだけで、なんでそんなことがわかるのよ！

「組そ織しきにいた凄すご腕うでのハッカーが、まだ捕つかまっていないんだ。ヤツなら、これぐらいのことはやれるだろう」

「だとしても、なんのイミがあるの？　こんなことしても、逃にげきれるわけないでしょ！」

　響ひびきはわたしの問といに、顔かおをしかめる。

「それはわからない。ただ、人ひと質じちをとられている以い上じょう、警けい察さつも下手へたな動うごきはできない」

　そ、そりゃそうだけど……。

　じゃあ、なにもしないで、見みてるだけなわけ？

　あそこには、実み咲さきとケイがいるんだよ！

「……わかった。つまり、警けい察さつは役やくにたたないってわけね」

　わたしはそう言いって、天てん井じょう裏うらにもどろうとする。

　それを見みて、響ひびきがあわてたように声こえをかけてきた。

「ちょっと待まて。どうするつもりだ？」

「どうする？　決きまってるじゃない！　助たすけにいくのよ」

　あたりまえでしょ！

　見みてるだけなんて、できるわけない。

　わたしは、助たすけにいく。

「どうしてレッドが行いく必ひつ要ようがある？　美び術じゅつ品ひんの心しん配ぱいか？」

「バカなこと言いわないで！　人ひと助だすけにいくのに、理り由ゆうなんて必ひつ要ようなの？」

　めいっぱい、響ひびきをにらみつけてやる。

　響ひびきはわたしの目めを、まっすぐに見みかえしてきた。

　そうだ。テレビで最さい初しょに響ひびきを見みたときも思おもった。

　強つよい視し線せん。

　瞳ひとみに、にごりが一いっ切さいなかった。

　これが、名めい探たん偵ていとしての強つよい意い志しがやどった、正せい義ぎを信しんじてる人ひとの目めなんだ。

「……わかった。ぼくも行いく」

「ちょ、ちょっと！　なに言いってるわけ？　あんたが来きてもジャマなだけだって」

「ナビが必ひつ要ようだろ。レッドタワーの構こう造ぞうはすべて、頭あたまに入はいっている」

　うそっ！

　なんか、ケイみたい。

　でも、それが本ほん当とうなら、すごく助たすかるけど……。

　正しょう直じき、わたし１人ひとりだと、しらみつぶしに探さがすしかないし。

　ただ……うーん、探たん偵ていと協きょう力りょくしあっちゃうのかぁ。

　ちょっと考かんがえちゃうけど、お父とうさんに言いわれたばっかりだもんね。

　勝かち負まけとかの問もん題だいじゃないって！

「わかった！　一いち時じ休きゅう戦せんして、協きょう力りょくする」
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「よし。決きまりだ。しかし、どこからレッドタワーに侵しん入にゅうするつもりだ？　すべての隔かく壁へきは閉とじているはずだが」

　ふふ～ん。

　探たん偵ていさんでも、気きづかないことがあるんだ。

　ちょっとうれしいかも。

「隔かく壁へきなんて関かん係けいないところがあるでしょ。あそこなら、ね」

　そう言いって、わたしは上うえを指ゆびさした。







　　　　11　絶ぜっ体たい絶ぜつ命めいのつなわたり！




　風かぜがすごい。

　わたしと響ひびきは、イエロータワーの屋おく上じょうに立たっていた。

　当とう然ぜん、屋おく上じょうのカギは閉しまってたんだけど、そこはちょっと、針はり金がねひとつで開あけさせてもらった。

　ほかはともかく、こういうところは、けっこうセキュリティが甘あまかったりするんだよね。

「さすがにこの風かぜは、想そう像ぞう以い上じょうかも」

「３棟とうがならんで建たっているからな。ビル風かぜも、それだけひどくなる。風かぜがビルにぶつかって流ながれがはげしくなるんだ。……本ほん当とうに、ここをわたっていくつもりか？」

「もちろん！　それとも、探たん偵ていさんには、ほかにいい方ほう法ほうでもあるわけ？」

「それは……ない」

　響ひびきは、ムッとした顔かおをする。

　やっぱり、ケイに似にてるなー。

　理り屈くつっぽくて、負まけず嫌ぎらいなところなんて、とくに。

「でもいいの？　あなたがここから勝かっ手てにいなくなったら、警けい察さつもこまるんじゃない？」

「そんなことはないさ。ぼくなんかいなくても、警けい察さつは優ゆう秀しゅうだ。それに、ぼくが単たん独どくでレッドタワーに侵しん入にゅうすることは、信しん用ようできる警けい部ぶに伝つたえてある。それまで犯はん人にんを刺し激げきしないようにともね」

「わかった。そこまで準じゅん備びできてるなら、なにもいわない」

　わたしは、ロープの準じゅん備びをする。

　となりのビルに移うつるのに、わたしが考かんがえたのは、屋おく上じょうからロープを伝つたってわたる方ほう法ほう。

　イエロータワーとレッドタワーの屋おく上じょうの間あいだは、一いち番ばん短みじかいところで10メートルほど。

　連れん絡らく通つう路ろは20メートルぐらいあるのに、屋おく上じょうだけ近ちかいのは、屋おく上じょうがお皿さら形がたをしているタワーのせいだ。

　それでも、10メートルという距きょ離りを、ロープ１本ぽんでわたるのは、楽らくじゃないのはわかってる。

　これだけ風かぜが吹ふいてたら、そうとう、ゆれるだろうし。

　かぎ爪づめのついたロープを持もって、ビルのはしに立たつ。

　下したから吹ふきあげてくる風かぜが、ほおにビシビシとあたってくる。

「ビル風かぜを計けい算さんして、63度どくらいで、右みぎに一歩ぽぐらいずらす感かんじで投なげると、ちょうどいいよ」

「63度ど？　それ、風かぜのむきとか計けい算さんしたの？」

「ああ、当とう然ぜんだろ？」

　ぜんぜん、当とう然ぜんじゃないから！

　もう、ケイといい、この探たん偵ていといい、世よの中なかにはなんで、こんなに頭あたまのいいヤツがゴロゴロしてるのよ！

　しかも、わたしのまわりにばっかり！

「とりあえず、投なげるから、はなれてて」

　響ひびきがうなずいて、後うしろに下さがるのを見みて、わたしはかぎ爪づめのついたロープを、投なげ縄なわをするように頭ず上じょうで回かい転てんさせはじめた。

　お父とうさんから教おしえてもらった技ぎ術じゅつのひとつに、こういうのもあったから、やったことはある。

　でも、ビルの屋おく上じょうでやるのは、はじめてだ。

　しかも、条じょう件けんがいいとは言いえないし。

　でも、ここで失しっ敗ぱいしてたら、実み咲さきやケイを助たすけになんていけない！

「いっけえ！」

　力ちからいっぱい投なげる。

　わたしの手てをはなれたロープは、まっすぐに、レッドタワーの屋おく上じょうにむかっていった。

　風かぜにあおられて、ふらふらとゆれるけど、響ひびきの計けい算さんどおり、ねらった場ば所しょに飛とんでいく。

　カシャン！

　かぎ爪づめが、レッドタワーの屋おく上じょうに立たっている支し柱ちゅうに引ひっかかった！

「やったぁ！」

「よし！」

　おもわず、笑え顔がおで響ひびきと顔かおを見みあわせてから、あわてて目めをそらす。

　ま、まずい、まずい。

　一いち時じ的てきに休きゅう戦せんしてても、こいつは敵てきにはちがいないんだからねっ。

「最さい初しょにわたしが行いくから、やり方かた見みてて」

「だいじょうぶなのか？　ロープも風かぜで、かなりゆれているが」

　たしかに、ロープはビル風かぜで、上じょう下げ左さ右ゆうにぶらんぶらんとゆれている。

　安あん全ぜんだとは、もちろん言いえない。

「やめたくなったんなら、べつにあんたは来こなくていいよ」

「そんなことは言いってない！」

　ちょっとむきになったように、響ひびきが言いう。

　なによー。

　そんなに怒おこらなくてもいいのに。

　わたしはロープを引ひっぱって、しっかりと引ひっかかっていることを確かく認にんした。

　こっち側がわのロープは、やっぱり支し柱ちゅうに固かたく結むすびつけてある。

「よし！　だいじょうぶそう。じゃ、先さきに行いくからね」

「わかった。気きをつけろ」

「へえ～、レッドの心しん配ぱいなんて、してくれるんだぁ」

「おまえが失しっ敗ぱいしたら、人ひと質じちが助たすけられなくなるから、それを心しん配ぱいしてるんだっ！」

「はい、はい」

　わたしは笑わらって、滑かっ車しゃつきのロープを自じ分ぶんに結むすびつける。

　響ひびきって、感かん情じょう的てきになりやすいタイプなんだな。

　そこは、ケイとはぜんぜんちがって、おもしろい。

　滑かっ車しゃは、ビルの間あいだにはったロープに、あらかじめついているから、これが命いのち綱づなになる。

　万まんが一いち、落おちてもだいじょうぶ……と言いいたいところだけど、わたしの全ぜん体たい重じゅうがかかったら、どれだけ耐たえられるかは、わからない。

　宙ちゅうづりになったら、まず助たすけだすのはムリだし、この風かぜだと、あおられる可か能のう性せいが高たかい。

　ビルのかべに、たたきつけられたら、無ぶ事じではいられないのは、あきらかだ。

「……ふうぅ」

　息いきをついて、呼こ吸きゅうをととのえる。

　さくは、すでに後うしろにある。

　あとは一歩ぽふみ出だせば、足あし場ばのない空くう中ちゅうだ。

　たしか、地じ面めんまでは２４０メートルぐらいって、ケイが言いってたっけ。

　──落おちたら、終おわりだよね。

　ゾクゾク、と背せ筋すじに寒さむ気けが走はしる。

　だけど、行いかなきゃ。

　わたしは意いを決けっして、ロープを両りょう手て、両りょう足あしでかかえるようにしてから、屋おく上じょうのかべをけった。

　いきおいで、滑かっ車しゃがするすると、レッドタワーにむけて動うごいていってくれる。

　風かぜが吹ふきつけてきて、体からだがゆさぶられる。
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　もうちょっと。

　……あと少すこし。

　やったぁ！

　そのまま、レッドタワーの屋おく上じょうについた。

　片かた手てをのばして、さくにつかまって、体からだをレッドタワーの屋おく上じょうに引ひきあげる。

「うまくいったよ、響ひびき──！　今こん度どは滑かっ車しゃをそっちにもどすから、同おなじやり方かたでこっちに来きて」

　風かぜで声こえが消けされないように、おもいっきりどなる。

　響ひびきが、大おおきくうなずくのが見みえた。

　滑かっ車しゃを受うけとった響ひびきは、ぎこちない手てつきだったけれど、体からだにロープを結むすびつけて、わたしと同おなじように、ロープをわたりはじめる。

　さっきより少すこし、風かぜが強つよくなってきたらしく、体からだがかなり大おおきく左さ右ゆうにふられてる。

「もう少すこしだよ！」

　あと、３メートルぐらい。

　もう少すこしで、手てをのばせばとどく距きょ離りだ。

「ここまで来きたら、もうだい……あっ！」

　響ひびきが、右みぎ手てをのばした瞬しゅん間かんだった。

　いままでで一いち番ばん強つよい風かぜが、とつぜん下したから吹ふきあげてきた！

「うわぁ!?」

　タイミングが悪わるかった。

　右みぎ手てをはなして、こちらに移うつろうとバランスをくずしていた響ひびきの体からだが、風かぜの直ちょく撃げきであおられる。

「……おちるっ……」

「……させない！」

　わたしは反はん射しゃ的てきに左ひだり手てをのばして、響ひびきの右みぎ手てをつかんだ。

「くっ！」

　ずっしりと、響ひびきの全ぜん体たい重じゅうの重おもみが、左ひだり手てにかかるけれど、すぐに右みぎ手てをそえて、もちこたえる。

「レッド！　……おまえ……」

　響ひびきがおどろいたような顔かおで、わたしの顔かおを見みてる。

　もしかして、わたしが女おんなの子こだってばれた？

　でも、いまはそんな場ば合あいじゃない！

　力ちからをこめて、一いっ気きに引ひきあげる。

　響ひびきの手てが屋おく上じょうのさくをつかむ。

　ここまでくれば、もうだいじょうぶ。

「はあはあはあはあ………………」

　わたしも響ひびきも、屋おく上じょうで大だいの字じになる。

　呼こ吸きゅうが荒あらい。

　さ、さすがに、いまのはあぶなかったー。

　手てをつかむのが、一いっ瞬しゅんでもおくれてたら、響ひびきは宙ちゅうづり状じょう態たいになってたかもしれない。

　それに、わたしがふだんからトレーニングできたえたりしてなかったら、とてもじゃないけど、響ひびきを持もちあげられなかった。

　いっしょに落おちてたにちがいない。

　こういうときは、ほんと、きたえてくれたお父とうさんに感かん謝しゃしちゃう。

　しばらくして、響ひびきが息いきをととのえて、体からだを起おこした。

「……本ほん当とうに女おんなの子こだったんだな」

　あちゃ～。

　やっぱりわかっちゃったんだ。

　もう、変へん装そうだって言いっても、ムリだよね。

　ど、どうしよう!?

　でも、正しょう体たいがばれたわけじゃないし……。

　わたしがあわてていると、響ひびきが言いった。

「…………でも、助たすかった。ありがとう」

　ふっ、と、響ひびきが歯はを見みせて笑え顔がおになる。

　ドキッ！

　難むずかしい顔かおとか、怒おこった顔かおしか見みてなかったけど、こんなやわらかい表ひょう情じょうもできるんだ。

「べ、べつに！　あたりまえのことしただけだよ」

　そんな素す直なおにお礼れいを言いわれると、照てれるでしょ！

　いちおう、敵てき同どう士しなんだからねっ。
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　　　　12　意い外がいすぎる敵てき！




「まずは、制せい御ぎょ室しつに行いこう」

　響ひびきが、階かい段だんをおりながら言いった。

　すでに、屋おく上じょうのドアを開あけて、レッドタワーの内ない部ぶに入はいっていた。

　監かん視しカメラで見みられている可か能のう性せいはあったけれど、ここのセキュリティだと、監かん視しカメラをさけながら行いくのは、不ふ可か能のうなんだって。

　警けい備びを担たん当とうしていた響ひびきが言いうんだから、まちがいないんだろう。

「どうして制せい御ぎょ室しつに？　展てん示じホールに助たすけにいくほうが先さきじゃないの？」

　響ひびきのあとを、ついていきながら聞きく。

「制せい御ぎょ室しつを押おさえられていたら、捕つかまっている人ひとたちを安あん全ぜんに逃にがせない。先さきに犯はん人にんを捕つかまえる」

　なるほどね～。

　ほんと、ケイみたいな考かんがえ方かたするよね。

　２人ふたりって、けっこう気きがあったりするんじゃないかって思おもうぐらい。

「制せい御ぎょ室しつって何なん階かいなの？」

「20階かいだ。それぐらい、覚おぼえておいてもいいんじゃないのか、怪かい盗とうレッドなんだから」

　うるさいなー。

　ケイなら知しってるだろうけど、わたしじゃわからないんだから、しょうがないでしょ。

　当とう然ぜんだけど、わたしたちのほかに、人ひと気けはないみたい。

「あれだけ、にぎわってたのに、急きゅうに人ひとがいなくなると、ちょっとさびしいね……」

「そうだな」

　意い外がいなくらい、すんなりと答こたえが返かえってくる。

　なんか、こうやってると、憎にくめないタイプなのかもって思おもっちゃうんだよねぇ。

　ケイには、甘あまいって言いわれるかもしれないけど。

　……………カチャ

　わたしは足あしをとめる。

　ん？　いま、音おとがしなかった？

「音おと？　そんなの聞きこえなかったが」

　ガチャガチャ！

　今こん度どははっきりと、音おとがした。

　響ひびきと顔かおを見みあわせる。

「中なかにとり残のこされてる人ひとが、かくれてるのかも！」

「お、おい！　ワナかもしれないぞ！」

　わたしは響ひびきの言こと葉ばを聞きこえないふりをして、階かい段だんからフロアに走はしりでる。

　まだ33階かい。

　犯はん人にんがいる可か能のう性せいもあるから、もちろんそっちの警けい戒かいもしておく。

　でも、人ひとはいなさそうだなぁ。

「聞ききまちがいだったのかな……ここにいるのは、案あん内ないロボットだけみたい」

「だったら、早はやく制せい御ぎょ室しつにむかうぞ」

「わかった」

　かべぎわに立たつ案あん内ないロボットは、動うごく気け配はいはない。

　電でん源げんとか、落おとされちゃったのかな。

　わたしは、なにげなくロボットの横よこを、とおり抜ぬけ──

「あぶない！」

　響ひびきの声こえに、とっさに後うしろに跳とんだ。

　条じょう件けん反はん射しゃみたいなもので、なにがあぶないのか、確かく認にんするヒマはない。

　さっきまでいた場ば所しょに、高こう速そくで、なにかが振ふりおろされたのが見みえた。

　な、なに!?

　距きょ離りをとって、やっとわかった。

　さっきまで動うごいていなかった、案あん内ないロボットだ。

　その手てが、急きゅうに振ふりおろされたんだ。

「このロボット、ちゃんと動うごけるんだ」

　２本ほんの足あしで、ちゃんと立たってる。

　そして──動うごきだした！

「……レッド。どうやら、かこまれたみたいだぞ」

「えっ？」

　まわりを見みると、案あん内ないロボットが、さっきのもふくめて４体たい、あと丸まるっこい小ちいさい機き械かいみたいのが２体たい、わたしたちをとりかこむように、集あつまってきていた。

「あ、あの小ちいさいのはなに？」

「清せい掃そう用ようのロボットだ。ここは清せい掃そうも、基き本ほん的てきにロボットがやるようになってる。試し験けん的てきに導どう入にゅうされてるらしい」

「それにしてもさ、このロボットって、こんな風ふうに攻こう撃げきするようになってるわけ？　お客きゃくさん、あぶないじゃん」

「まさか！　おそらく、制せい御ぎょ室しつを乗のっとったヤツが、ロボットを動うごかすプログラムを書かき換かえたんだ。そういうことが専せん門もんのヤツだからな。つまり、これはワナってことだ」

　パソコンにくわしくないからわからないけど、それって、かなりすごいことなんでしょ。

　どうして、もうちょっと、いい頭あたまをいいことに活かつ用ようできないのかなぁ！

「で、どうする、レッド？」

「逃にげたいところだけど。あんなロボットと戦たたかいたくはないよ。全ぜん力りょくで逃にげよう」

　なぐったら痛いたいだろうし、ロボット相あい手てに関かん節せつ技わざなんてきかないでしょ。

　それに、１体たい数すう千せん万まん円えんだしね。

　弁べん償しょうとか、したくないもん。

「逃にげるのは、ムリだ」

「どうしてよ？」

「あのロボットは高こう速そくで移い動どうできる。人にん間げんと同おなじような２本ほん足あしにはなってるが、足あしの裏うらには車しゃ輪りんとモーターがついている」

「えええええっ、それって卑ひ怯きょうすぎ！」

　逃にげられないんじゃ、戦たたかうしかないってこと？

「そういうことだ。作さく戦せんは？」

「なんでわたしに聞きくわけ？」

「こういう荒あら事ごとは、そっちの得とく意い分ぶん野やだろ」

「ま、まあ、そうだけどさ……」

　ケイのナビがないっていうのが不ふ安あんだけど、格かく闘とうだけなら、わたしの専せん門もん分ぶん野やでもある。

　やるしかないか！

「探たん偵ていさん。あなたもちょっとは戦たたかえる？」

「柔じゅう道どうの黒くろ帯おびを持もってる」

　柔じゅう道どうかぁ。

　本ほん当とうは、剣けん道どうがよかったんだけど。

　どう考かんがえても、あのロボット、投なげとばせる重おもさって感かんじじゃないし。

　ま、空から手てっていうよりは、いいかな。

　さすがになぐれないもんね、ロボットじゃ。

「なら、自じ分ぶんの身みは、自じ分ぶんで守まもってね！」

「おい！　作さく戦せんは？」

「戦たたかいながら考かんがえるっ！」

　わたしは、まず近ちかくの案あん内ないロボットに飛とびこんでいく。

　どんな反はん応のうするかを見みないと、作さく戦せんだって立たてられないし。

　わたしが近ちかづくと、ロボットのこぶしが、まっすぐに飛とんできた。

　バックステップでかわし…………って、うわぁ！

　一いっ気きに、ロボットが突つっこんでくる。

　速はやい！

　よけるにも、バックステップで空くう中ちゅうにいるから、横よこには動うごけない。

　ロボットのこぶしは、のびたままだ。

　──あたるっ！

　痛いたみにそなえて、歯はをくいしばる。

　と、

「だから、速はやいって言いっただろうが！」

　声こえといっしょに、案あん内ないロボットのお腹なかあたりに、けりが入はいって、かべぎわにすっとんでいく。

「白しら里さと響ひびき！」

　響ひびきが案あん内ないロボットと入いれかわりに、視し界かいにあらわれる。

「さっき、柔じゅう道どうって言いってなかった!?」

「やってるのは柔じゅう道どうだって、けるぐらいできる！　それより、無む防ぼう備びに突つっこんでいくヤツがあるか！　人ひと型がたをしてたって、相あい手ては人にん間げんじゃないんだ。人ひとと同おなじ動うごきで考かんがえて動うごいてたら、やられるぞ!!」

「ごめん……」

　言いいかえす言こと葉ばもない。

　わたしの不ふ用よう意いさだ。

「……でも、これで借かりは返かえしたからな」

「借かり？」

「屋おく上じょうでの、だよ」

　響ひびきが、ずれたメガネを指ゆびで直なおしながら、言いった。

　あっ、落おちそうになったときの！

　借かりだったんだ、あれ。

　ぜんぜん、そんなこと思おもってなかったのに。

「とにかく、まだ５体たいもいる。慎しん重ちょうに、だけどいそぐぞ。ここで、時じ間かんをとられるわけにはいかないんだ」

「わかってる。だから、作さく戦せんはそっちが立たててよ」

「は？　なんでぼくが？」

　おどろいた顔かおをしてる。

「そういうのは、そっちのほうが得とく意いだからでしょ！　たのんだからね！」

　それだけ言いって、わたしはロボットのほうにむかう。

　今こん度どは、十じゅう分ぶんに警けい戒かいして、かんたんに飛とびこんだりしない。

　失しっ敗ぱいから学まなばなきゃね。

　ロボットが間ま合あいをつめながら、腕うでをのばしてくる。

　わたしはその腕うでを横よこにかわしながら、両りょう手てでつかむ。

　それと同どう時じに、ロボットの足あしを、後うしろからかかとで、おもいっきりはらう。

　バランスをくずしたロボットが、そのまま床ゆかにたたきつけられる。

「どう？　投なげ技わざなんてロボットにはできないでしょ？…………って、ええっ！」

　ロボットは、なにごともなかったかのように、起おきあがる。

　ダルマじゃないんだからさぁ。そんなにかんたんに起おきあがらないでよ。

　あわてて、距きょ離りをとる。

「投なげ技わざぐらいじゃ、ダメージはないみたいだな」

　そんなのんきに、分ぶん析せきしてる場ば合あいじゃないでしょ！

「作さく戦せんは？」

「バッテリー切ぎれは、あと１時じ間かんぐらいないだろうし、防ぼう水すい対たい策さくもされてるしな」

「ちょっと、たよりないこと言いわないでよ。探たん偵ていなんでしょ」

「打うつ手てがないとは、言いってない。首くびの後うしろに電でん源げんスイッチがあるから、それを押おせば、動うごきはとまる」

　手てがあるんじゃん！

　そういうことは、早はやく言いってよ。

　どうして、出だし惜おしみするかなぁ。

「……だけど、いまのスピードで動うごきまわってるあいつらを相あい手てに、スイッチを押おせるか？」

　うっ……。

　それは、むりっぽい。

　なんたって、速はやすぎだよ。

「で、案あんを考かんがえた。とりあえず……」

　へ？　そんなことでいいの？

　響ひびきから説せつ明めいをうけても、わたしはまだ首くびをかしげたい気き分ぶんだった。

　でも、響ひびきだって目もく的てきがいっしょだし、ウソをつくとは思おもえない。

　とにかく、響ひびきの作さく戦せんどおり動うごいてみようっと！







　　　　13　映えい画が館かんのダブルトラップ！




「ロボットさんたち、こっちだよー」

　わたしは、一いっ気きにかこいを走はしりぬける。

　近ちかくの案あん内ないロボットがブンッ！　と手てをのばしてきたけど、紙かみ一ひと重えで体からだをひねって、かわす。

　あぶなっ！

　反はん射しゃ神しん経けいが、ふつうじゃない！

　ロボットたちは、そのままわたしのほうをむくと、いっせいに、こっちにむかってくる。

　立たちどまったままの響ひびきより、逃にげだしたわたしを優ゆう先せんしたみたい。

　でも、これでいい。

　わたしは、全ぜん速そく力りょくで廊ろう下かを走はしりながら、後うしろをちらりと確かく認にんする。

「１、２、３、４体たいかぁ。できたら、５体たいぜんぶ、こっちに引ひきつけたかったんだけど」

　さすがに、それは欲よくばりすぎかな……って、

「は、速はやいって！　反はん則そくだよーっ！」

　車しゃ輪りんがついているだけあって、ロボットたちは自じ転てん車しゃぐらいの速そく度どを出だしてる。

　さすがに、すぐに追おいつかれそう。

　わたしは、あわてて廊ろう下かを右みぎに曲まがる。

　あのスピードなら、急きゅうに曲まがるのには、手てこずるはず。

　よしっ！

　予よ想そうどおり、ロボット人にん形ぎょうは、曲まがる手て前まえでスピードを落おとしてる。

　……といっても、こっちもできることは多おおくない。

　ブルータワーなら、雑ざっ貨かとか、いろいろ材ざい料りょうがあっただろうけど、ここはレッドタワー。

　展てん示じホールや映えい画が館かんばかりだから、利り用ようできそうなものがない。

「だからって、このままじゃ追おいつかれちゃうし……」

　あたりを見みまわす。

　少すこし先さきに、映えい画が館かんの入いり口ぐちが見みえる。

「あそこだ！」

　わたしは、映えい画が館かんに飛とびこんだ。

　中なかは照しょう明めいが落おとされていて、まっくらだ。

　暗あん視しスコープに切きりかえて、奥おくに進すすむ。

　ロープをとりだして、イスとイスの間あいだを結むすびつけて、通つう路ろにぴんっとはる。

　屋おく上じょうで使つかったロープを、回かい収しゅうしておいてよかったぁ。

「あとは、これをしかけて……。これでよし、と」

　うまくいってくれればいいけど。

　ケイがいないと、ワナをしかけるだけでも不ふ安あんになってくる。

　でも、不ふ安あんがってる場ば合あいじゃない。

　そのケイを、助たすけにいくんだから！

　ロボットたちが、映えい画が館かんの入いり口ぐちから入はいってきた。

　わたしは、スクリーンの前まえに立たった。

　ロボットのいる場ば所しょから、まっすぐにわたしのところに来こようとしたら、ロープをしかけてあるところを通とおらなくちゃいけない。

　来きてよ……。

　祈いのるような気き持もちで、ロボットたちの動うごきを見みまもる。

　ロボットたちが動うごきだした。まっすぐに、こちらにむかってくる。

　来きたっ!!

　そう思おもった瞬しゅん間かん、案あん内ないロボットがロープの手て前まえで飛とびあがった。
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　気きづかれたっ!?

　しかも、ジャンプまでできるの！

　そんなの聞きいてないって!!

　だけど、あんまり高たかくは飛とべないみたい。

　たぶん、重じゅう量りょうのせいだろう。

　それでもロープは飛とびこえられてしまった。

　そのまま、まっすぐに、こちらにむかってこようとして──

　バタンッ！

　派は手でに前まえのめりに倒たおれる。

「やったぁ！　引ひっかかった!!」

　２重じゅうトラップ成せい功こう！

　ケイに前まえに教おしえてもらったんだよね。

　ひとつ、わかりやすいトラップをしかけておいて、そのあとに、わかりづらいトラップをしかけるって方ほう法ほう。

　いまのも、ロープの数すう歩ほ先さきに、ワイヤーを同おなじように、しかけておいたんだ。

　どうなるか、冷ひや冷ひやものだったけど、とりあえず成せい功こうしてよかったぁ。

　とりあえず、これで少すこし時じ間かんがかせげるはず。

　あとにつづいていた案あん内ないロボットが、重かさなるように転ころんでるし。

　いまのうちなら、スイッチを押おせそうな気きもしたけど、近ちかづいて捕つかまったりしたら、まずいしね。

　ここは響ひびきの作さく戦せんどおり、逃にげとこうっと。

　廊ろう下かに出でる。

「うわあっ！」

　映えい画が館かんの前まえで、響ひびきとぶつかりそうになる。

「ちょっと、あぶないでしょ！」

「そっちこそ、急きゅうに出でてくるな。探さがしたんだぞ！」

　わたしと響ひびきは、一いっ瞬しゅんにらみ合あったけど、すぐに、そんな場ば合あいじゃないことを思おもいだした。

「で、見みつかったの？」

「ああ。これをロボットの顔かおにかぶせるんだ」

　そう言いって、響ひびきが差さしだしたのは、特とく撮さつヒーローのお面めん。

「…………」

　わたしは、じとーっとした目めで響ひびきを見みる。

「これぐらいしかなかったんだよ！　それに効こう果かはある。あれを見みてみろよ」

　響ひびきが指ゆびをさした先さきには、グルグルとその場ばをまわる、清せい掃そうロボットの姿すがたがあった。

　しかも、清せい掃そうロボットには、お面めんがかぶせられてる。

　効こう果かがあるっていうのは、本ほん当とうみたい。

　でも、仕し組くみはどうなってるわけ？

「ロボットたちが情じょう報ほうをえているのは、メインのカメラからだ。そこから、相あい手ての背せかっこうや動うごきを感かん知ちして動うごいてる。逆ぎゃくに言いえば、カメラを見みえなくすれば、動うごけなくなるんだ。もともと、戦たたかうようにはできてないから、カメラが見みえなくなった場ば合あいのことなんて、想そう定ていされてないしな」

　ようするに、目めかくししちゃえば、動うごけないってわけね。

　それにしたって、もう少すこしマシなものはなかったのかなぁ。

　切きり札ふだが、特とく撮さつヒーローのお面めんって、すっごくしまらないんだけど。

「文もん句くは言いうな。これを見みつけるのだって苦く労ろうしたんだぞ。このタワーの性せい質しつ上じょう、武ぶ器きとして使つかえそうなものはおいてなかったからな」

　はいはい。

　それじゃ、反はん撃げき開かい始しといきましょうか。

「やっかいなのは、案あん内ないロボットのほうだけだから、３体たいにそれをかぶせれば十じゅう分ぶんだ」

「りょーかい。探たん偵ていさんはそこで待まってて」

　わたしはお面めんを持もって、映えい画が館かんの中なかにもどる。

　映えい画が館かんの中なかでは、案あん内ないロボットが立たちあがったところだった。

　倒たおれたままでいてくれたら、楽らくだったのになぁ。

「ちょっと失しつ礼れいしま～す」

　わたしは座ざ席せきの上うえに飛とび乗のる。

　２体たいの案あん内ないロボットが、座ざ席せきの両りょうサイドにまわって、はさみこもうとしてくる。

　んもう、かしこいなあっ！

「でも、そううまくは、いかせないよっ！」

　わたしは、となりの列れつに飛とびうつる。

　そのまま、一いっ気きに入いり口ぐち近ちかくの案あん内ないロボットにつめよった。

　ロボットの両りょう手てが、すごいいきおいで飛とんできたけど、バックステップでかわす。

　せまい座ざ席せきの間あいだには、案あん内ないロボットは入はいってこられないから、さっきみたいに間ま合あいをつめてくることもできない。

　座ざ席せきの背せをけって、のばしきった案あん内ないロボットの腕うでに片かた手てをついて、倒とう立りつする。

「いただきっ！」

　相あい手てが反はん応のうする前まえに、あいた手てでお面めんを顔かおにかぶせる。

　どう……なの？

　案あん内ないロボットの反はん応のうを見みる。

　ちょっと見みた感かんじでは、なにも変かわってないように……。

「きゃっ！」

　とつぜん、ロボットの腕うでが下さがって、バランスがくずれた。

　あわてて体からだを丸まるめて、座ざ席せきの上うえに着ちゃく地ちする。

「なによ！　効きかないじゃない！　……って、あれ？」

　身みがまえたわたしに、案あん内ないロボットはとまったまま。

　いや、首くびを左さ右ゆうに動うごかして、なんか混こん乱らんしてるみたい。

　これって……成せい功こうしたってこと？

　わたしは、そっと案あん内ないロボットの首くびの後うしろに手てをのばして、スイッチを切きる。

　完かん全ぜんに、動うごきがとまる。

　大だいっ成せい功こうじゃん！

　さすが名めい探たん偵ていさん。

　よーし、どんどんいっちゃうよ！

　わたしは、反はん対たい側がわにいる案あん内ないロボットにむかった。

　パンチが飛とんでくるけど、となりの列れつの座ざ席せきに飛とんでかわす。

「まっすぐすぎて、すぐに動うごきが読よめちゃうんだよねぇ」

　わたしは、後うしろからまわりこんで、お面めんをかぶせて、電でん源げんを切きる。

　今こん度どは反はん応のうを確かく認にんしないで、最さい後ごの１体たいにかけよる。

　最さい初しょはとまどったけど、落おちついてみれば、案あん内ないロボットの動うごきは速はやくても直ちょく線せん的てき。

　これなら、十じゅう分ぶんよけられる。

　あと、バランスの問もん題だいなんだろうけど、キックはしてこないんだよね。

　だから、人にん間げん相あい手てにくらべると、だんぜん、間ま合あいもとりやすい。

　パンチをかわして、その腕うでをつかんで、両りょう手てで引ひっぱる。

　バランスをくずした案あん内ないロボットの顔かおが、目めの前まえにきた。

　わたしは難なんなく、お面めんをロボットの顔かおにかぶせる。

　カチッ

　動うごきがにぶったところで、スイッチを切きった。

「ふう～、これで終おわりっと」

　わたしは念ねんのため、３体たいの案あん内ないロボットを確かく認にんする。

　だいじょうぶ、動うごいてない。

　廊ろう下かに出でると、響ひびきがもう１体たいのお掃そう除じロボットに、お面めんをかぶせたところだった。

「こっちは終おわったよ」

「終おわったって、もう３体たいの電でん源げんを切きったのか？」

　響ひびきはおどろいた顔かおをしてる。

「うん。そんなにむずかしいことじゃ、ないじゃん」

「さっきは、手てこずってただろ？」

「それは、相あい手ての動うごきになれてなかっただけだし」

　響ひびきはわたしを見みて、考かんがえこむように腕うでを組くむ。

　なによ？

　いまさら、レッドわたしのすごさに気きづいたって、おそいんだからね！

「……いまはそんな場ば合あいでもないか。先さきをいそごう」

　考かんがえこんだのは、そっちじゃない。

　まったく、勝かっ手てなんだから。







　　　　14　１パーセントの可か能のう性せい




　階かい段だんにもどって、制せい御ぎょ室しつのある20階かいにむかっておりる。

　まわりの警けい戒かいはしていたけど、もうジャマはなさそう。

　というか、まるっきり人ひと気けがない。

「ねえ、犯はん人にんたちって、あまり人にん数ずうがいないのかな？　こっちのこと監かん視しカメラで見みえてるはずなのに、ぜんぜんジャマしにこないじゃん」

「たぶん。実じっ行こう犯はんは、５人にん以い内ない。せいぜい２人ふたりってところだろうな」

「２人ふたり!?　これだけのことをしておいて？」

　信しんじられない。

　タワーひとつ乗のっとるのに、２人ふたりだけって。

「カンペキなコンピュータ制せい御ぎょが、裏うら目めに出でたんだ。システムさえ押おさえてしまえば、あとはかんたんだ。出で入いり口ぐちは制せい御ぎょシステムで、同どう時じにすべて閉しめられるし、人ひと質じちをとれば、下手へたに警けい察さつは動うごけない。侵しん入にゅう者しゃがいたとしても、ロボットのプログラムを書かき換かえて、さっきみたいに攻こう撃げきさせればいい。……ただ、わからないこともある」

「……敵てきの目もく的てきでしょ？」

「ああ、そうだ」

　わたしもずっと、ふしぎに思おもってる。

　こんなタワーに立たてこもって、いったい、なんのイミがあるんだろうって。

「ふつうの立たてこもりなら、なんらかの要よう求きゅうがあるはずだ。人ひと質じちだってとってるんだからな。だが、今こん回かいの場ば合あい、そういう様よう子すはない。こっちからのコンタクトも完かん全ぜんに拒きょ否ひしてる。声こえを聞きいたのは、最さい初しょの放ほう送そうでだけだ」

　ますますヘンだ。

　なんか、イヤな予よ感かんがする。

　そういえば、ケイは、ずっとなにかを気きにしてた。

　もしかして、それと関かん係けいあるのかな？

「ついたぞ。20階かいだ」

　響ひびきが足あしをとめる。

「ここが……」

　ほかのフロアより広ひろい感かんじがする。

　たぶん、このフロアには、展てん示じホールや映えい画が館かんはないんだろう。

　かべには、美び術じゅつ展てんや映えい画がの宣せん伝でんポスターが貼はられてる。

　照しょう明めいもついたまま。

「廊ろう下かの途と中ちゅうにある、左ひだり側がわの部へ屋やだ」

　響ひびきがそう言いって、先さきを歩あるく。

　わたしも、あとにつづく。

　おたがい、警けい戒かいはおこたらない。

　だけど、たぶん、もう攻こう撃げきはしてこない気きがしてた。

　ジャマするつもりなら、もっと前まえにしてるはずだ。

「ねえ、気きになってること、聞きいていい？」

「なんだ？」

「どうして、レッドわたしと協きょう力りょくしようと思おもったわけ？　あなたの考かんがえに反はんするんじゃないの？」

「自じ分ぶんでもよくわからない。……ただ、人ひと質じちを助たすけたい、という気き持もちが一いっ致ちしているなら、いいと思おもったんだ。……それだけだよ」

　ふ～ん。

　意い外がいに話はなしがわかるんじゃん。

　はじめて美び術じゅつ館かんで会あったときは、ひどいヤツだと思おもってたけど。

「……メビウスの輪わみたいなものなのかもね」

「ん？　なにがだ？」

「わたしたちがさ。怪かい盗とうと探たん偵ていって、最さい初しょは表おもてと裏うらに立たってるつもりでも、じつは、その表おもても裏うらもつながってる、みたいな感かんじ」

　自じ分ぶんで言いってて、わたしもよくわからないけど。

　急きゅうに、そんな気きがした。

「……ふん。おまえといっしょにするな」

　もうっ！　素す直なおじゃないんだから。

　話はなしているうちに、制せい御ぎょ室しつのドアの前まえにたどりついた。

「開あけるぞ」

　響ひびきがわたしのほうを見みて、言いう。

　わたしは、かべぎわに立たって、うなずく。

　ガチャ

　カギは、かかっていなかった。

　あっさりと、ドアが奥おくに開ひらく。

「そこまでだ！」

「観かん念ねんしなさいっ！」

　響ひびきとわたしは部へ屋やに飛とびこむと、同どう時じにさけんだ。

　うわぁ……。

　部へ屋やの中なかを見みて、わたしは心こころの中なかでため息いきをつく。

　部へ屋やの奥おくには、何なん十個こというディスプレイがならんでいる。

　その下したには、コンピュータらしき機き械かいが設せっ置ちされていた。

　ケイなら、どういうものかわかるのかもしれないけど、わたしには、大おおきなパソコンってことぐらいしかわからない。

　そして、その大おおきなパソコンの中ちゅう央おうに、１人ひとりの若わかい男おとこがこちらを向むいて、すわっていた。

　この男おとこが……？

　やせていて、茶ちゃ色いろにそめた髪かみの毛けが、ぼさっとしている。

　どこにでもいそうな男おとこだった。

　この状じょう況きょうだっていうのに、不ふ敵てきな笑えみをうかべてさえいなければ。

　響ひびきが言いっていた、組そ織しきの生いきのこりの男おとこって、こいつなの？

　ちらりと横よこ目めで見みると、響ひびきがうなずいた。

　どうやら、そうらしい。

「よく、ここまでたどりついたね。さすが、名めい探たん偵てい・白しら里さと響ひびきと、……そっちの彼かの女じょは、もしかして怪かい盗とうレッドかな」
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　男おとこはおどけたように言いうと、ぱちぱちと拍はく手しゅをする。

　な、なんなの!?

　バカにしてるわけ！

　ムッとして、どなりかけたわたしに、響ひびきが肩かたをたたいてくる。

　なによ？

「おい、あそこ」

　響ひびきに言いわれて、ドアのかげになっていた場ば所しょを見みると、黒くろいスーツ姿すがたの体たい格かくのいい男おとこが倒たおれていた。

　まさか、死しんでたり……。

「安あん心しんしていいよ。そこのヤツは、面めん倒どうだったから眠ねむってもらっただけだから。いろいろと動うごいてもらうために必ひつ要ようだったんだけど、計けい画かくが動うごきだすと、ジャマになったんでね」

　わたしたちの不ふ安あんを先さき読よみしたように、男おとこが答こたえる。

　ほっと胸むねをなでおろす。

　よかったぁ。でも、この男おとこの余よ裕ゆうはなんなの？

　わたしは、キッと男おとこをにらむ。

「もう逃にげられないわよっ。人ひと質じちを解かい放ほうしなさい！」

　一歩ぽ、前まえに出でる。

　それでも男おとこは、動どうじたりする様よう子すはない。

「逃にげるつもりはないよ。きみたちがここに来こられた時じ点てんで、ぼくはゲームオーバーだ。ただし、一いっ方ぽう的てきに負まけるつもりはないけどね」

　男おとこは肩かたをすくめる。

　どういうこと？

「どういうイミだ？」

　響ひびきがけわしい口く調ちょうで聞きく。

「いや、なんのことはないさ。展てん示じホールに爆ばく弾だんをしかけただけだよ。そうだね……」

　男おとこは腕うで時ど計けいを見みる。

「……爆ばく発はつまであと10分ぷんというところかな」

　ば、ばくだん!?

　ウソでしょ……。

　ケイと実み咲さきがいるんだよ、あそこに!!　なんてことするのよ!!

「すぐに解かい除じょしなさい！」

　わたしは、男おとこにつかみかかって、服ふくのえりをつかんで、男おとこを立たちあがらせた。

「おい、レッド！」

　響ひびきの声こえが聞きこえたけど、かまってられない。

　男おとこは抵てい抗こうもせず、わたしにえりをつかまれたままになっている。

「解かい除じょして!!」

　間ま近ぢかで男おとこの目めをにらみつける。

　響ひびきとは、おおちがいだ。にごりきった目めをしてる。

　クスッ、と男おとこが笑わらった。

「ムリだね。もう遠えん隔かく操そう作さはできない。ちなみに、展てん示じホールのドアは、強ごう引いんに開あければ爆ばく発はつするようにしてある。中なかの人にん間げんが助たすかる可か能のう性せいがあるとすれば、爆ばく弾だんを直ちょく接せつ解かい除じょするだけだよ」

「このっ！　ふざけんなっ！」

　気きづいたときには、男おとこをこぶしでなぐっていた。

　ふっとんだ男おとこが、機き械かいの上うえにたおれこむ。

「落おちつけ、レッド。どうにかする方ほう法ほうはあるはずだ」

　響ひびきが、わたしと男おとこの間あいだに割わって入はいる。

　わたしは響ひびきをにらむ。

「方ほう法ほうってなによ！」

　あんたに、どうにかする方ほう法ほうがわかるの？

　だったら、教おしえてよ！

　すぐにでも、実じっ行こうするから！

　そうじゃなきゃ……あと、10分ぷんで展てん示じホールが爆ばく発はつしちゃうんだよ！

　実み咲さきとケイや、ほかにもたくさんの人ひとがいる展てん示じホールが!!

　そうしたら……そうしたら……!!

「それは……」

　響ひびきはくちびるをかみしめて、けわしい顔かおをしてる。

　ないの？

　本ほん当とうになんの方ほう法ほうもないの？

　名めい探たん偵ていなんでしょ！　どうにかしてよ!!

　わたしは、ふらりと後うしろによろけて、壁かべに力ちからなくよりかかる。

　気きをぬいたら、そのまま、ずるずるとすわりこんでしまいそうだった。

　目め頭がしらがあつくなって、あわてて目めに力ちからを入いれる。

　泣ないてる場ば合あいじゃないのは、わかってる。

　どうにかして、助たすけなきゃ……。

　でも、ケイの助たすけもなしに、どうやったらいいの？

　方ほう法ほうが見みつからない。

　やっぱり、あの男おとこに解かい除じょさせるしか……。

　そう思おもったときだった。

　ブブブブブブッ

　マナーモードにしておいた携けい帯たい電でん話わが、着ちゃく信しんを知しらせる。

　なによ、こんなときに！

　ムシすることも考かんがえたけれど、やっぱり気きになって、携けい帯たい電でん話わのディスプレイを開ひらいた。

「えっ！」

　ディスプレイにあらわれていたのは、実み咲さきの名な前まえ。

　な、なんで実み咲さきから!?　ずっとつながらなかったのに！

　通つう話わボタンを押おすと、聞ききなれた声こえがした。

『アスカか？』

「ケ、ケイ！　ど、どうして……？」

　響ひびきが近ちかくにいるから、声こえを小ちいさめにしながら言いう。

　なにがどうなってるわけ？

　わたしは響ひびきのほうを確かく認にんする。

　こっちを気きにしてるみたい。

『そっちの会かい話わが、丸まる聞ぎこえだ』

「へ？」

『なにかのひょうしに、館かん内ない放ほう送そう用ようのスイッチが入はいったんだろう』

　あっ！　もしかして、男おとこが機き械かいの上うえにたおれこんだときに……。

　そっか!!

　で、でも、どうしてケイが携けい帯たい電でん話わ持もってるわけ？　ずっとつながらなかったから、取とりあげられたんだとばかり思おもってたんだよ。

『それは氷ひ室むろさんの機き転てんのおかげ』

　実み咲さきの？

『犯はん人にんたちは、ぼくたちの携けい帯たい電でん話わを取とりあげた。けど、そのときに氷ひ室むろさんは、とっさに雑ざっ貨か屋やで買かった、携けい帯たい電でん話わ形がたのメガネケースをわたしたんだ』

　あっ、なるほど！

　たしかにあれなら、ちょっと見みただけだと、わからないよね。

「なら、なんで電でん話わに出でてくれなかったのよ！」

　そうしたら、もっと早はやくケイと相そう談だんだってできたのに。

『監かん視しカメラがあったし、使つかうチャンスは１回かいしかないと思おもってた。だから、それを待まってたんだ』

　捕つかまってるのに、そんなことまで考かんがえてたわけ。

　ケイらしいけど、もしそのチャンスがこなかったら、どうするつもりだったのよ。

　たとえば、わたしが助たすけにいこうとしなかったら。

『それはないよ。アスカの性せい格かくなら、ぜったいに助たすけにくると思おもってた。だから、１人では助たすけに来くるなって言いったんだ』

　そういえば、そんなこと言いってた。

　てっきり、来くるなってイミだと思おもってたけど、そういうことだったんだ。

『そこにいるんだろ？　白しら里さと響ひびきが』

　そこまでお見みとおしってわけ。

　見みすかされてるのは、ちょっと腹はらが立たつけど、いまはたのもしい。

「うん。いるよ」

『上じょう出で来き。……じゃあ、いまの状じょう況きょうを教おしえてくれ。時じ間かんがないんだろ？』

「そうなの！　爆ばく弾だんがその展てん示じホールにしかけられてて、あと10分ぷんで爆ばく発はつするって！」

『……わかってる。アスカ、行いけるか？』

　わたしの言こと葉ばに、おどろいた様よう子すもなく、冷れい静せいにケイが聞きいてくる。

「えっ？　行いくって、どこに？」

『爆ばく弾だんを解かい除じょするに決きまってる』

「で、でも、どこにあるかもわかんないし……」

　解かい除じょできるのなら、わたしだって響ひびきだって、とっくに動うごきだしてる。

『アスカ』

　な、なによ、急きゅうに。

　とつぜん、はっきりとした力ちから強づよい口く調ちょうで名な前まえを呼よばれて、わたしはドキッとする。

『……おれを、だれだと思おもってるんだよ』

　ケイが、いつもとはちがう、自じ信しんまんまんな口く調ちょうで、そう言いった。

　自し然ぜんと胸むねが高たか鳴なる。

　怪かい盗とうレッドとして、ナビをしているときのケイは、いつもと性せい格かくがガラリと変かわる。

「おれ」とか言いいだすし、口く調ちょうだっていつもの愛あい想そのないものじゃなくて、自じ信しんにあふれて、はっきりと話はなすようになる。

　いまの口く調ちょうが、まさにそうだ。

　もう何なん度ども聞きいてるはずなのに、ケイのこの変へん化かには、なれないんだよね。

　でも、レッドのときのケイは、なぜか全ぜん面めん的てきに信しん用ようできちゃうんだ。

「わかった！　爆ばく弾だん解かい除じょにいこう!!」

　ケイがそう言いうなら、だいじょうぶ。

　わたしは、信しんじる！

「ちょっと待まて、レッド。まさか、爆ばく弾だんを解かい除じょするつもりか？　無む謀ぼうだ。もう時じ間かんがないんだぞ」

　響ひびきがけわしい顔かおで、わたしを見みてる。

　時じ間かんがない。そんなのわかってる。

　だけど、助たすけにいかないなんて選せん択たく肢しは、怪かい盗とうレッドにはないんだもん！

『アスカ、電でん話わをスピーカーに切きりかえてくれ』

　えっ、いいの？

　とまどいつつ、わたしは携けい帯たい電でん話わを操そう作さして、ケイの声こえが響ひびきにも聞きこえるようにする。

『……聞きこえるか、白しら里さと響ひびき』

「そういうおまえは、レッドの相あい棒ぼうか。やはり２人ふたり組ぐみだったんだな」

　その言こと葉ばに、わたしはギョッとして響ひびきを見みる。

　気きづいてたんだ……。

　やっぱり、響ひびきは探たん偵ていとして、あなどれないのかも。

『そうだ。時じ間かんがないから、単たん刀とう直ちょく入にゅうに言いう。おれたちは爆ばく弾だんを解かい除じょしにいく。犯はん人にんの逮たい捕ほと、爆ばく弾だん解かい除じょ後ごの避ひ難なん誘ゆう導どうの手てはずは、たのんだ』

「おい！　本ほん当とうに爆ばく弾だんが解かい除じょできると思おもってるのか！　できたとしても可か能のう性せいはわずかなんだぞ！」

　響ひびきが声こえを荒あらげる。

『できるさ。たとえ１パーセントでも可か能のう性せいがあるなら、その１パーセントをつかみとる。

　──それが怪かい盗とうレッドだ！』
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　　　　15　赤あかか青あおか




　わたしは部へ屋やを出でて、廊ろう下かを走はしりはじめた。

　まさか、ケイがあんなこと言いうなんて、思おもわなかった。

　響ひびきなんて、なにも言いいかえせなかったもんね。

　ちょっと、すっきりした！

「ケイ、それでわたしは、どこにむかえばいいの？」

『とりあえず、15階かいだ。そこから天てん井じょう裏うらに入はいってくれ』

　爆ばく弾だんは、そこにしかけられてるってこと？

『ああ、ほぼまちがいない』

　自じ信しんまんまんなのは、あいかわらずだけど、その根こん拠きょはなんなの？

『防ぼう犯はんセンサーがきびしい展てん示じホールの内ない部ぶには、爆ばく弾だんはしかけられていない。それは確かく認にんずみだ。となると、天てん井じょう裏うらや、ふだん人ひと目めにつかない場ば所しょに設せっ置ちしてある可か能のう性せいが高たかい』

　なるほどね～。

　でも、それだけじゃ15階かいってわからないでしょ？

『ドアを開あけたら爆ばく発はつするしかけなら、ドアの位い置ちから、無む線せんで爆ばく弾だんを遠えん隔かく操そう作さできる場ば所しょに限げん定ていされる。犯はん人にんは精せい確かく性せいに自じ信しんを持もっているだろう。誤ご作さ動どうを起おこすような可か能のう性せいのある場ば所しょには、設せっ置ちしないはずだ。それに携けい帯たい電でん話わを取とりあげたのも、電でん磁じ波はによる誤ご作さ動どうをさけるイミもあったと考かんがえると、ドアからはなれた位い置ちにあるとは考かんがえにくい。通つう常じょうは館かん内ないでの携けい帯たい電でん話わは禁きん止しだが、万まんが一いち、人ひと質じちに携けい帯たい電でん話わを持もたせておいて、いっせいに携けい帯たい電でん話わをかけられたら、こまると思おもったんだろう』

　はあ……。

　少すくない情じょう報ほうで、そこまで考かんがえちゃったわけ。

　もう感かん心しんしすぎて、ため息いきしか出でないんですけど。

　走はしりながら、時と計けいをちらりと見みる。

　残のこり時じ間かんは、８分ぷん！

『もうひとつ、わかってることがある。なぜ、犯はん人にんはこのビルをねらったのか？』

　えっ、それもわかるの？

　響ひびきだって、ずっと理り由ゆうがわからなくて、犯はん人にんと会あっても、それは変かわらなかったのに。

『今こん回かいのタワージャックが、ほかでもない、このレッドタワーで行おこなわれたのには、理り由ゆうがある。犯はん人にんとビルのオーナーとの関かん連れんがあるからだ』

「犯はん人にんと……って、どうしてそこまで、ケイがわかるの？」

　まるで最さい初しょから知しってたみたい。

『犯はん人にんがだれなのかは、白しら里さと響ひびきだって気きづいてただろ？』

「たしかにそうだけど、それは警けい察さつとつながってる響ひびきだからじゃないの？」

『あいつにわかって、おれにわからないわけがないだろ。今こん回かいのこの美び術じゅつ展てんに展てん示じされている美び術じゅつ品ひんは、一いち度ど盗ぬすまれてもどってきたものだったりして、疑ぎ惑わくのある絵えが多おおい。それも最さい近きんになって、急きゅうに解かい決けつしたものもある』

　どういうこと？

　それと今こん回かいのことと、どう関かん係けいあるの？

『事じ件けんを調しらべたら、聞きいた名な前まえが出でてきたよ。それがこのあいだ、紅レッいドス星ターの件けんで白しら里さと響ひびきに壊かい滅めつさせられた組そ織しきだった』

　え──っ！

　そんなところで、つながってたわけ？

『どうやら、白しら里さと響ひびきは証しょう拠こを見みつけだせなかったようだけど、このタワーのオーナーは、もともと組そ織しきとつながりがあって、組そ織しきがつぶれたあとに、その利り益えきを横よこどりしたみたいだ』

　ずるいっ！

　あの、怒ど鳴なりちらしてた、おじさんだよね。

　悪わるいヤツだったんだ！

『ふつう、組そ織しきがつぶれても、盗ぬすまれた絵えや美び術じゅつ品ひんが、すぐにもどってくるということは少すくない。ブラックマーケットに流ながれてしまうから。それを、このタワーのオーナーは、もとの持もち主ぬしの美び術じゅつ館かんに、高たか値ねで売うったんだ。そして、条じょう件けんとして美び術じゅつ展てんに強きょう制せい的てきに作さく品ひんを貸かしださせた。だから、美び術じゅつ展てんの内ない容ようもぎりぎりまで決きまらず、宣せん伝でんの期き間かんが短みじかかった。そう考かんがえれば、つじつまは合あう。つまり、犯はん人にんは、このタワーのオーナーに復ふく讐しゅうするのが目もく的てきだったんだよ。それさえ、果はたせれば、自じ分ぶんは捕つかまってもよかったんだ』

　だから、わたしたちが制せい御ぎょ室しつに行いったとき、抵てい抗こうしようともしなかったんだ。

　もう、やることはやったから。

　あとは、爆ばく発はつするのを待まてばいいって思おもって。

　やっぱり、ケイってすごい……。

　あっという間まに、真しん実じつまでたどりついちゃった！

「ついたよ、15階かいに。ここからどこに行いけばいい？」

『展てん示じホールのドアの前まえに行いってくれ。そこから、天てん井じょう裏うらにあがるんだ』

「りょーかい」

　残のこり時じ間かんは、あと５分ふん！

　みんなが閉とじこめられてる、展てん示じホールの前まえに行いく。

「ここの中なかに、実み咲さきやケイたちがいるんだよね……」

　でも、ここを開あけている時じ間かんはない。

　ああ、もう！　じれったいなぁ!!

　わたしは天てん井じょうを確かく認にんして、さっきと同おなじやり方かたで、ワイヤーで天てん井じょう裏うらにあがった。

　ライトをつけて、天てん井じょう裏うらを照てらす。

　爆ばく弾だんらしきものは、見みえない。

「あがったけど……」

『場ば所しょの見けん当とうもついてる。15階かいの展てん示じホールには、一いち番ばんの目め玉だまとして展てん示じされている絵かい画ががあるんだ。あらたに見みつかった、フェルメールの絵かい画がってことになってる』

「フェルメールって、たしか前まえに美び術じゅつ館かんに行いったときに、実み咲さきが言いってた人ひとだっけ？」

『そうだ。ただ、おれはほかの場ば所しょで、この絵かい画がを見みたことがある。知しりあいのドイツの数すう学がく者しゃに、絵かい画がにくわしい人ひとがいて、その人ひとといっしょに見みにいったことがあるんだ』

　ってことは、どういうこと？

『そのとき聞きいたのは、まるでべつの画が家かの名な前まえだった』

「それってつまり、偽にせ物ものってこと!?」

『かもな。だが、いまはそのことはいい。一いち番ばんの問もん題だいは、偽にせ物ものであったとしても、このレッドタワーで、もっとも価か値ちが高たかいと思おもわれている絵えだってことだ。当とう然ぜん、犯はん人にんもそう思おもってる』

「ってことは、爆ばく弾だんはその真ま上うえにあるってこと？」

『当あたりだ。時じ間かんがない。いそげ！』

「わかってる！」

　残のこり時じ間かん４分ぷん！

　わたしはケイに場ば所しょを聞ききながら、天てん井じょう裏うらを進すすむ。

　ライトを使つかって、まわりを照てらしながら、慎しん重ちょうに見みてまわる。

「あっ！」

　左ひだりの奥おくに、なにか、機き械かいみたいなかげが見みえた。

　近ちかづいていく。

「あった！　爆ばく弾だん見みつけたよ、ケイ」

『よし。どこかに時と計けいがついてないか？』

「あるよ。３分ぷんを切きったところ！」

『それが残のこり時じ間かんだ。携けい帯たいで写しゃ真しんをおくってくれ』

「う、うん」

　わたしは携けい帯たい電でん話わで爆ばく弾だんの写しゃ真しんをとって、実み咲さきの携けい帯たい電でん話わにおくる。

　すぐに電でん話わがかかってくる。

『解かい体たいの方ほう法ほうをこっちで指し示じする。できるな？』

　爆ばく弾だんの解かい体たい。

　心しん臓ぞうがどきどきして、手てがふるえそうだけど、いま、それをやれるのは、わたしだけ。

　みんなを助たすけられるのは、わたしだけなんだ！

「うん。やれるよ」

『まずは、外そと箱ばこをはずすんだ』

「わかった……」

　大おおきく深しん呼こ吸きゅうをしてから、爆ばく弾だんに触ふれる。

　ひんやりとしていて、冷つめたい。

　外そと箱ばこをはずすと、中なかにはコードがごちゃごちゃとつながってる。

　また写しゃ真しんをとって、ケイにおくる。

　残のこり時じ間かんは……２分ふん！

　ケイはすばやく、指し示じを出だしはじめた。

　ケイの言いうとおりに、コードを切きったり、はずしたりしていく。

「ふうぅ……」

　時じ間かんはないけど、絶ぜっ対たいにまちがえられないもん。緊きん張ちょう感かんがハンパじゃない！

　ひたいの汗あせをぬぐう。

　残のこった線せんは、あと２本ほんになった。

　赤あかと青あお。

　残のこり時じ間かん、１分ぷん！

「これは、どっちを切きればいいの？」

『…………』

　インカムのむこうで、ケイがはじめて黙だまった。

「ケイ？　早はやく教おしえて！」

『……わからない』

　え……？

「ええええええええええっ！　ち、ちょっと、待まってよ。どうして？」

　ここまで、うまくやれてたじゃん！

『……つくった本ほん人にんしか、わからないようになってる。古こ典てん的てきな手てだけど、この場ば合あいは、これ以い上じょうないくらい有ゆう効こうだ』

「そ、そんな……。なんか方ほう法ほうはないの？」

『ふつうなら、液えき体たい窒ちっ素そで凍とう結けつして、処しょ理りするところだ』

　そんなのムリ。

　ここには、液えき体たい窒ちっ素そなんてない。

　それに、残のこり時じ間かんもない。

「ど、どうするの、ケイ？」

『──アスカにまかせる』

　少すこし間まがあってから、ケイがきっぱりと言いった。

　残のこり時じ間かん、30秒びょう！

「ま、まかせるって、そんなこと言いわれても……！」

　みんなの命いのちがかかってるんだよ！

　このまま、ここで爆ばく発はつしたら……もちろん、わたしは助たすからない。

　たぶん、ケイも。実み咲さきも。

　最さい後ごに信しんじてくれた、響ひびきだって。

『氷ひ室むろさんにたのんで、ほかの人ひと質じちになった人ひとたちは、17階かいに移い動どうしてもらってる。万まんが一いち、爆ばく発はつしても、みんなは助たすかるかもしれない』

　ウソだ！

　それだったら、最さい初しょから爆ばく弾だんを解かい除じょしにいくなんて、ケイは言いいださなかったはずだ。

「ケイは、そこにいるの？」

『ああ。アスカの真ま下したにいる』

　当とう然ぜんって感かんじで、ケイは言いう。

　……信しんじてくれてるのかな？　わたしのこと。

　だったら……うれしいかも。
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『あと10秒びょうだ……アスカ』

　わたしは、ふるえる手てをのばした。

『やれ』

　ケイの声こえと同どう時じに、わたしは一いっ方ぽうのコードに刃はをあてて、それを………………………切きった。







　タワーの外そとは、マスコミと野や次じ馬うまで、１００人にん以い上じょうの人ひとだかりができていた。

　わたしは、その人ひとごみの中なかにまぎれながら待まっていた。

　爆ばく弾だんは、無ぶ事じに解かい除じょされた。

　だけど、響ひびきはともかく、わたしは展てん示じホールにいた人ひとたちに合ごう流りゅうして、いっしょにタワーから出でるわけにはいかない。

　だから、もう１回かい、屋おく上じょうまで行いって、行いきと同おなじようにビルをわたって、イエロータワーのほうから一ひと足あし先さきにもどってきた。

「いま、レッドタワーで人ひと質じちになっていた人ひとたちが、警けい官かんに保ほ護ごされて出でてきました！」

　テレビのリポーターらしき人ひとが、興こう奮ふんぎみにしゃべっている。

　レッドタワーの入いり口ぐちから、人ひとがぞろぞろと出でてくる。

　実み咲さきとケイは？

　人ひとをかきわけて、警けい察さつがロープをはっている手て前まえまで行いく。

　入いり口ぐちをじっと見みつめていると、女じょ性せいの警けい官かんにつきそわれて、実み咲さきとケイが出でてきた。

　瞬しゅん間かん、わたしの体からだが動うごいていた。

「あっ、きみ！」

　ロープの前まえで、人ひとが入はいらないように押おさえていた警けい官かんが、声こえをあげる。

　制せい止しをふりきって、わたしはまっすぐに、実み咲さきのところにむかった。

　実み咲さきもわたしに気きづいて、笑え顔がおになった。

「実み咲さきぃ!!」

　わたしは実み咲さきに抱だきつく。

　倒たおれそうになった実み咲さきを、後うしろにいた女じょ性せい警けい官かんがあわてて押おさえた。

「ちょ、ちょっとアスカ！」

　とまどったような実み咲さきの声こえにもかまわず、わたしは抱だきしめた手てをはなさない。

「よかったぁ！」

　いつのまにか、目めから涙なみだがあふれてた。

　どうしよう？　ぜんぜん、とまんない。

「アスカ……ごめんね。心しん配ぱいかけちゃった」

「ううん。無ぶ事じでよかった」

　わたしは女じょ性せい警けい官かんになだめられて、実み咲さきとケイといっしょに、パトカーまで案あん内ないされる。

　いちおう、事じ情じょうを聴きかれるんだって。

　……まあ、ケイなら、事じ情じょうを聴きかれても、正しょう体たいがばれるようなこと言いわないだろうし、心しん配ぱいはぜんぜんしてないけどさ。

「無ぶ事じでよかったですね」

　パトカーの前まえに、響ひびきが立たっていた。

　いつもの白しろいジャケットは、ところどころよごれて、髪かみもみだれていた。

　なにより、つかれた表ひょう情じょうをしてる。

　あんなことがあったばかりだから、しょうがない。

　あのあと、人ひと質じちの避ひ難なんや犯はん人にん逮たい捕ほのため、警けい察さつへ連れん絡らくして、事じ情じょう説せつ明めいまですべてしたんだから。

　でも、そんな響ひびきが、どうしてここに？

　心しん臓ぞうの鼓こ動どうが速はやくなる。

　まさか、正しょう体たいがばれたとか？

　いまここには、警けい官かんが山やまのようにいるから、響ひびきにわたしたちの正しょう体たいがばれていたら、たぶん逃にげきれない。

「あ、ありがとうございますっ！」

　なにも知しらない実み咲さきが、お礼れいを言いっている。

　響ひびきは、実み咲さきにかるくほほえみかけてから、ふと、わたしとケイのほうを見みた。

　ドキドキしながらも、不ふ自し然ぜんじゃないように、だまって頭あたまを下さげる。

　だけど、顔かおをあげても、まだ響ひびきはこっちを見みていた。
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　心しん臓ぞうが、バクンバクンいってる。

　な、なんなのよぉ……。

　でも、いつもの強つよい意い志しのある目めというより、どこか迷まよっているみたいな……気きのせい？

　けげんに思おもっていると、響ひびきはふいに、小ちいさく首くびを横よこにふった。

　まるで、なにか迷まよいをふりきったみたい。

「……じゃあ、ぼくはこれで」

　響ひびきはきびすを返かえすと、刑けい事じのいるほうに歩あるいていった。

　な、な、な、なんだっていうわけ!!

　ああ──っ、びびった！

「アスカとケイくん、早はやく乗のって」

　先さきにパトカーに乗のっていた実み咲さきが言いったので、あわててわたしたちも乗のりこむ。

　車くるまが走はしりはじめてから、しばらくして、

「……アスカ」

　ケイが不ふ意いに、口くちを開ひらいた。

　いつもの無ぶ愛あい想そうな口く調ちょうにもどってる。

　実み咲さきに聞きこえないように、小ちいさな声こえだ。

「なに？」

「どうして、青あおだったの？」

　──そう。

　わたしが切きったのは、青あおいコードだった。

　そして、それが正せい解かいだった。

「……なんでだと思おもう？」

「さあ。わからないから聞きいてるんだ。それとも理り由ゆうなんてない？」

「あるよ。理り由ゆう」

　わたしは、空そらを見みあげる。

　真まっ青さおに晴はれわたっていた。

「……レッドの絆きずなを切きりたくなかったから」

　わたしの言こと葉ばに、ケイは小ちいさくうなずいたように見みえた。







　　　　16　名めい探たん偵ていの告こく白はく




　翌よく日じつ。

　わたしはベッドで横よこになって、マンガを読よんでいた。

　ケイはあいかわらず、パソコンの前まえだ。

「そういえば、気きになってることがあるんだけど？」

　寝ね転ころがったまま、わたしはケイに聞きく。

「なに？」

「もしかしてケイ、はじめから、スカイタワーで事じ件けんがあるかもって、わかってた？」

　だって、あきらかに、前まえもってスカイタワーのオーナーのこととか、調しらべてたっぽいし。

　それに、ケイが理り由ゆうもなく、遊あそびについてくるなんて、やっぱりヘンだもん。

「事じ件けんが起おきるかもしれない、っていうことは、情じょう報ほうとしてつかんでた。ただ、可か能のう性せいは５パーセントにも満みたなかったから、あえてアスカに言いうほどのことはないと思おもってた」

　それって、気きをつかってくれたってこと？

　しかも、心しん配ぱいもしてくれたってことでしょ。

　だから、いっしょについてきてくれたんだよね。

　この、ケイが。

　それはけっこう、うれしいかも。

「おーい、白しら里さとくんがテレビのワイドショーに出でてるぞ」

　リビングから、お父とうさんの声こえが聞きこえた。

　また、対たい決けつとかっていうんじゃないでしょうね？

　わたしはベッドから飛とびおりる。

　めずらしく、ケイも立たちあがったので、いっしょにリビングに行いく。

「おっ、来きたか。これからリポーターのインタビューがはじまるところだ」

　お父とうさん。なんでそんなに、うれしそうなわけ？

「また、ヘンなこと言いいだすんじゃないの？」

「いや。昨日きのうのスカイタワーの事じ件けんのことらしい」

「どうせ、白しら里さと響ひびきが事じ件けん解かい決けつしたってことになってるんでしょ。わたしたちの活かつ躍やくだって、だーれも気きづいてくれないんだもんなあ！」

「そうむくれるな。それに、怪かい盗とうレッドは……」

「わかってるって。人ひとにほめられるためにやってるんじゃない、でしょ」

　だけど、やっぱり認みとめてもらえないのって、くやしいよ。

　まして、白しら里さと響ひびきに手て柄がらをもっていかれるっていうのもさ。

「……だれも気きづいていないわけじゃない」

　ケイが、テレビ画が面めんを見みつめたまま言いった。

　どういうこと？

「警けい察さつだってバカじゃない。白しら里さと響ひびきがすべて解かい決けつしたとは考かんがえていないだろう。それに白しら里さと響ひびきは、人ひとの手て柄がらを自じ分ぶんのものにして、喜よろこぶタイプでもなさそうだ」

　へえ～。

　人ひとのことほめるなんて、ケイにしてはめずらしい。

「ほめてるんじゃない。ただの人じん格かく分ぶん析せきだ」

　あ、そうなんだ……。

「おそらく、警けい察さつが、レッドが関かかわっていたことを口くち止どめしたんだろう。怪かい盗とうレッドに助たすけられた、なんて知しられたら、警けい察さつが無む能のうだと思おもわれるのを、おそれてるんだ」

　なにそれ？

　勝かっ手てな話はなしじゃない。

　だれが解かい決けつしたっていいのに。

　問もん題だいは、みんなを助たすけられたかどうかでしょ？

「おっ、出でてきたぞ」

　お父とうさんの言こと葉ばに、テレビ画が面めんに目めをうつす。

　そこには、リポーターにかこまれてる白しら里さと響ひびきの姿すがた。

　いつもどおり、トレードマークの白しろいジャケットを着きている。

　でも、なんか元げん気きない？

「白しら里さとさん。今こん回かいも見み事ごとな活かつ躍やくでした」

　リポーターが響ひびきにマイクをむける。

「いえ。ぼくの力ちからだけじゃありませんから……」

「いやいや。そんな謙けん遜そんしなくても。だれもが認みとめていますよ。あなたの実じつ力りょくは」

「そういうことではなくて……」

　響ひびきは、考かんがえこむような顔かおになった。

「ん？　なんか様よう子すがヘンだな？」

　お父とうさんが、首くびをかしげてる。

　うん。やっぱりヘンだ。

　そのとき、画が面めんの中なかで、響ひびきが顔かおをあげて、まっすぐにカメラのほうを見みつめた。

「みなさんに、お話はなししたいことがあります」

「えっ、なんですか？　またなにか事じ件けんが？」

　リポーターが、けげんそうな顔かおをする。

「スカイタワーでの事じ件けんのことです。あの事じ件けんは、ぼくが解かい決けつしたかのように言いわれていますが……じっさいは、ちがいます」

「ちがう!?　で、でも、解かい決けつするために、レッドタワーに単たん身しん乗のりこんだって……」

「ぼく１人ひとりでは、ありませんでした」

「１人ひとりではなかった!?　では、いったいだれが!?」

「……怪かい盗とうレッドと、いっしょでした」

「か、怪かい盗とうレッド!?　ほ、ほんとですか？　あの現げん場ばにレッドが？」

　リポーターが、目めをぱちくりさせておどろいている。

　ちょ、ちょっと！　言いっちゃったよ。

　どうなるわけ？

「居いあわせたんです。レッドタワーに忍しのびこもうというのも、レッドからの提てい案あんでした。それに、最さい終しゅう的てきに爆ばく弾だんを解かい除じょし、展てん示じホールに閉とじこめられた人ひと質じちを助たすけだしたのは、レッドでした。ぼくでは、助たすけられたかどうかわかりません」

「そ、それは、警けい察さつや白しら里さとさんの敗はい北ぼく宣せん言げんともとれますが？」

　リポーターが、質しつ問もんする。

　響ひびきは、そのリポーターのほうを見みて、首くびを横よこにふった。

「いいえ、ちがいます。今こん度ど、もしレッドと会あったときは、ぼくが彼かれらをかならず捕つかまえます。探たん偵ていの正せい義ぎに誓ちかって」

　メガネのおくの響ひびきの目めが、きらっと輝かがやいた。

　おおっ、とリポーターたちから歓かん声せいが上あがる。

　う──わ──！

　この調ちょう子しだと、また右みぎ上うえのテロップに、『白しら里さと響ひびきＶＳ怪かい盗とうレッド』って出でちゃいそう！

　わたしは、テレビを消けした。

「あいつ、あんなこと言いっちゃって、だいじょうぶなのかな？　さっきのケイの話はなしだと、口くち止どめされてたんでしょ」

　心しん配ぱいってわけじゃないけど、わたしたちのことを話はなしたせいで、響ひびきがどうにかなっちゃうのは、やっぱり気きになる。

「あれだけ堂どう々どうと言いわれたら、警けい察さつだって認みとめざるをえないよ。あの探たん偵ていを責せめるような真似まねをしたら、マスコミにたたかれる。あいつはそれも計けい算さんに入いれてるだろう」

　なるほどね。

　ぜんぶ計けい算さんずみってわけかぁ。

　ほんと、ケイみたいな性せい格かくしてる。

「それより、あの探たん偵てい、ぼくたちのことを彼らって言いってた。少すくなくとも、アスカといっしょにいたんだから、彼女らと言いってもいいのに」

「そういえば……これって、かばってくれたってこと？」

「どうかな？　自じ分ぶんだけの情じょう報ほうにするつもりなのかもしれない。どっちにしろ、やっかいな相あい手てが増ふえたってことには、変かわりはない」

　そうだね。

　たしかに、したたかそうだったもん。

　でも、それって白しら里さと響ひびきが、怪かい盗とうレッドを認みとめたってことだよね？

　このあいだまでは、「相あい手てにもしてない」って、感かんじだったのにさ。

　そう思おもったら、がぜん元げん気きがわいてきた。

「よーしっ、ますますがんばらなくちゃ」

　おもわず立たちあがると、お父とうさんが、

「そうだな、アスカ。よしっ、今日きょうくらいはトレーニング休やすみにするつもりだったが、やっておくか！」

　げっ。

「ち、ちょっと待まって。そういうイミじゃなくって……今日きょうぐらいはお休やすみでもいいかなぁ、って。ちょっと、ケイ！　なに勝かっ手てに部へ屋やにもどろうとしてるのよぉ」

「次つぎのターゲットを調ちょう査さしとく」

　ケイはそう言いって、部へ屋やにもどっていってしまう。

　くう～～、このはくじょうもの～！

「ってなわけで、さっそく行いくぞ！」

　お父とうさんに引ひっぱられながら、わたしはさけんだ。

「ああ！　もう、どうしてこうなるのぉ!!」
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「怪かい盗とうレッド②」おわり









　あとがき




　こんにちは！

　怪かい盗とうレッドの記き録ろく係がかりこと、秋あき木ぎ真しんです。

　今こん回かいはアスカとケイの前まえに、なんと中ちゅう学がく生せい探たん偵ていがあらわれちゃいました。

　しかも、名めい探たん偵ていというんだから、僕ぼくの記き録ろく係がかり魂だましいに火ひがつきます！

　やっぱり怪かい盗とうには、ライバルがいてこそ、その活かつ躍やくが輝かがやくというものです。……うんうん。

　ルパンにホームズ、キッドにコナンと、怪かい盗とうには名めい探たん偵ていのライバルがいるものですからね。

　ん？　なにか、じとーとした視し線せんを感かんじるんですが……。

　……うっ。アスカがこわ～い顔かおでこっちを見みてます。

　え～と、なんか言いってますね。

「…………う・ら・ぎ・り・も・の」

　えええっ、いやいやいや！

　レッドが負まけるなんて、思おもってないって！

　あ～あ、すねて行いっちゃったよ。まったく、短たん気きなんだから。

　あとで、チョコクッキーでも持もって、ごきげんとりに行いかないと……はあぁ……。




　……って！　ため息いきついてる場ば合あいじゃなかった。

　じつは、今日きょうは、ある人ひとにインタビューすることになってるんです！

　だれだと思おもいます？　怪かい盗とうレッドの計けい画かく・ナビ担たん当とうのケイです。

　彼かれに、怪かい盗とうになるための練れん習しゅう法ほうを聞きいちゃいます。

　というわけで……。

　ケイ、いつもしてる練れん習しゅう法ほうってないの？　急きゅうにバリバリっと頭ず脳のう明めい晰せきになっちゃうようなさ。

「その言いい方かたが、バカっぽい……」

　ひ、ひどっ。

「とりあえず、つねにはば広ひろく知ち識しきを求もとめること。新しん聞ぶんやネットの記き事じもそうだけど、専せん門もん的てきな知ち識しきも、むずかしいって避さけてたら、いつまでもわからないままだから」

　なるほどぉ。ケイでも、むずかしいって思おもうことがあるんだ。

「それはあるよ。たとえば、アメリカの研けん究きゅう所じょから送おくられてくる、素そ粒りゅう子し物ぶつ理り学がくの……」

　ちょ、ちょっと待まった！　それ聞きいてもわからないから。

　それより、怪かい盗とうになるための練れん習しゅう法ほうってないの？　ちょっと教おしえてよ。

「……なら、暗あん号ごうはどう？　いまから、ぼくが暗あん号ごうを言いうから、解といてみて」

　いいね！　僕ぼくがサクッと解といても、落おちこまないでくれよ。

「解とければね。──『６４５ＹＸＹＧ８』これが暗あん号ごう。解とけたら、教おしえて」

　えっ、それだけ？　ヒントとかなし？　あれ、ちょっと、ケイ。……行いっちゃった。

　この、でたらめな英えい数すう字じのならびが、暗あん号ごうって言いわれたって……。

　さっぱりなんだけど。

　みんなにはわかる？　僕ぼくはわかるまで、寝ね不ぶ足そくになりそう……。（答こたえは次じ回かいまでに、ケイに聞きいておきますね）

　さてさて。こんなマイペースな２人ふたりですが、これからも、どしどし応おう援えんしてあげてください。




　最さい後ごに。今こん回かいのアスカの行こう動どうには危き険けんなものもあります。マネしないようにしてくださいね。

　それでは、また２人ふたりのつぎの活かつ躍やくでお会あいしましょう！


秋あき木ぎ　真しん
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秋木 真／作


静岡県生まれ、埼玉県育ち。AB型。友人からは二重人格とよく言われる。『ゴールライン』（岩崎書店）でデビュー。怪談やノンフィクションなどの共著もある。最近は、エアレース（飛行機レース）を観るのにはまっている。






しゅー／絵


神奈川県下在住のイラストレーター。イラストを担当した作品に「超自宅警備少女ちのり」シリーズ（ＧＡ文庫）がある。児童書では、この「怪盗レッド」シリーズが初挑戦。すごく辛いカレーが好き。


















装丁　ムシカゴグラフィクス
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絵え　しゅー





[image: ]





平成25年10月15日　発行





(C) Shin Akigi 2010

(C) Shū 2010





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川つばさ文庫『怪盗レッド②　中学生探偵、あらわる☆の巻』

平成22年5月15日初版発行

平成25年5月15日15版発行





発行者　山下直久

発行所　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

03-3238-8745（営業）

編集　角川書店

〒102-8078　東京都千代田区富士見1-8-19

03-3238-8555（編集部）

http://www.kadokawa.co.jp/









[image: ]




OEBPS/Images/embed0012_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0006_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0025_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0010.jpg
1]





OEBPS/Images/embed0016.jpg





OEBPS/Images/embed0014.jpg
on





OEBPS/Images/embed0019_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0015_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0022_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0009_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0005_HD.jpg
o
haEsS e, &5
AiE, BRL Y ROFHES,

Bk
RIT. SERR DD E
FATL BRONS  BABL

P 3FE,

3
TPZAADBRE A
L&ELDLES

T HIEELYR,

5 & BL L5 35

YAOBRE . |

>
\\ \






OEBPS/Images/embed0013_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0030_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0002.gif
b olllelreya:d 4





OEBPS/Images/embed0001.gif





OEBPS/Images/embed0026_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0000.gif





OEBPS/Images/embed0023_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0008_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0004_HD.jpg
16 156 14 13 12 11 10

I 2 KB L & Bu ﬁ@g %g
£ 2 n N @ S ks
&l A 9 M I
o h Lt oo F e g
s D
) o 3 v oa &
2 5 b
e J ]
7 !
!






OEBPS/Images/embed0027_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0020_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0029.gif
AT

BOOKYWALKER





OEBPS/Images/embed0017_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0024_HD.jpg





OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		もくじ


		１　中学生探偵の挑戦状!?


		２　美術鑑賞は３人いっしょで


		３　あったま、きた！


		４　紅い星のひみつ


		５　なにかがおかしい!?


		６　怪盗レッドの「初心」？


		７　スカイタワーにレッツゴー！


		８　失敗は、こわくない？


		９　トラブル発生!!


		10　強力タッグ、結成！


		11　絶体絶命のつなわたり！


		12　意外すぎる敵！


		13　映画館のダブルトラップ！


		14　１パーセントの可能性


		15　赤か青か


		16　名探偵の告白


		あとがき


		奥付









Guide



			Cover


    		本編


    		目次








OEBPS/Images/embed0007_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0011_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0028_HD.jpg
= = —— | W
\ W7 /2 7 <~ o =2 .
./ A F oo \
;. AR — = 3 S -
A i ety NS |
[ & _
\\ D\
/ \

|~
[






OEBPS/Images/embed0003_HD.jpg
f
f
—

<

€

D8NRI 4N [N

KESE e =<5 0 D4

180487 Huld—

KRYAD—UAANA——

S0w3

K& 1QuisSe

®0p3

L NN =






OEBPS/Images/embed0018_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0021_HD.jpg





